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まず個人的な回想から筆を起こしつつ，主として国有林における自然保謹の問

題,さらには森林の管理,すなわち森林の取扱いの在り方について所感を述べたい。

さて，筆者が学生時代に，所属するゼミの研究旅行で緑豊かな千曲川の上流をた

どり信州の川上村から奥秩父へ抜けたのは，昭和46年の夏であった。峠を越えて

奥秩父へ入ると，広大な森林がいっせいに皆伐されており，強く印象に残ったもの

である。その後，職を得てから知ったが，そのとき見た森林施業が国政レベルでも

問題となったとのことである。折しも，レーチェルの『沈黙の春』がベスl､セラー

となり，また，ローマクラブの『成長の限界』が世に出なんとしていたころのこと

である。経済成長のひずみとしての公害や環境悪化とその裏返しとしての良好な球

境の保全の問題が，世界的にも，わが国においても顕在化し，森林についても，公

益的機能全般についての国民の認識がようやく高まり，そして，いわゆる林業と自

然保護の関係がはじめて大きな社会的関心事となった時期である。

この時期の問題の中心は，まさに回想したような大面積にわたる皆伐や造林適地

を越えた高海抜地域などへの拡大造林，林道開設の際の法面崩壊等が見られたこと

への批判であり，それは，おおかた小面積分散伐採，保謹樹帯の適切な設定，亜

高山帯における天然林施業の導入等の森林施業の個別的技術対応の枠内で調整が可

能であったと思われる。国有林についても，昭和48年にいわゆる「新たな森林施

業」を定め，また，経営規程における公益的機能の位置づけをより明確にし，木材

生産と各種の公益的機能を総合的かつ高度に発揮させることを旨として，きめの細

かい施業を推進したのである。

そして今，林業と自然保護の問題は，もっぱら国有林の天然林の取扱いをめぐっ

て国民の大きな関心を集めている。知床国有林や各地のブナ林などに見られるよう
弓

に，天然林の保謹の要請は，全国的な広がりを見せつつ年々増加しているが，この

第2の波ともいうべき動きには，これまで,のような森林施業の個別的技術の枠組み

における対応だけでは調整が難しいものが多い。

近年の自然保謹の要請が，天然林の伐採と人工林化が進んだことにより身近な広

葉樹林等が減少し，また，原生的な森林が残り少なくなるなどの森林の状況の変化

を背景としていることは，間違いないであろう。しかしながら，より根本的には森

林を含むモノの価値への人々の認識の体系や森林をめぐる国土の構造などが，これ

までの林業あるいは森林管理を存立させてきたものに比べて著しく変貌してきてい
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ることにあると考えられる。その意味で，林業と自然保護の問題はそれだけにとど

まらず，より深く現代社会における林業あるいは森林管理の在り方そのものにかか

わる問題であると思われる。

それでは，林業と自然保護のかかわりに最も端的に現れている今日の森林・林業

をめぐる問題の本質は何か。

それは，たとえていえば，北島三郎が歌う演歌調の「年輪」がヒットする一方

で，欧米のオペラが来日すると数万円もする券が見る間に売切れ，あまつさえ，地

方から家庭の主婦がバスを連ねて観賞に来るといった，ひと昔前ならば思いもよら

なかった光景が定着化しつつあることと実は無関係ではない。

A.l､フラーは，欧米諸国やわが国について，社会全体がマスプロの時代から多

様化された複雑な，非画一的な社会体制の時代へ移っていることを認めている｡)。

また，昭和63年庇国民経済白書は，人々の意識が各々の個性や多様性を容認する

傾向にあり，所得水準の上昇を背景として耐久消費財の普及率が高まるなど物質面

での欲求が満足される一方，より豊かな生活を求め精神面での欲求が高まっている

こと，このような変化は，旅行やカルチャー・教育等精神的ゆとりや生きがいを求

めてのサービス消費の増加と結びつき，多様なライフスタイルが展開されていると

分析している。このような中で，森林の価値についての認識も，昭和40年代中葉

に至り，それまでの木材を主とした比較的モノトーンだったものから，良質な水の

供給等いわば健康的な生活を送るためのミニマムにかかわる価値にまで拡大したよ

うに，今日，文化，教育といった形而上の価値へとレベルアップしている。人間

性を回復する場，あるいは情操や文化をかん養する場としての役割といった新たな

期待が高まっているのである。また，木材に対する国民の認識が変わりつつあるこ

とも否めない。昭和30年代の，高度経済成長下で建築材や紙・パルプの消費量が

急増し，輸入が期待できなかった時期には，木材は不足物資として一般に認識され

ていたと思われる。しかしながら，その後国際化が進み，他の素材への代替の途が

拡大する中で，人々はかつてのような不足物資としてだれもが木材をとらえている

のであろうか。確かに，将来とも今日と同じように木材を海外に依存しえないこ

と，さらには，グローバルな環境問題として海外の森林も認識すべきことについて

国民に理解を求めなければならないが，それはそれとして，最近の幾つかの世論調

査結果から見れば，不足物資としての認識が薄れつつあるといえる。

さらに，経済成長を支える高度なテクノロジーの下に大きく発展した情報伝達の

体系や交通の体系は，以上のような価値観の多様化にも影響を与えるとともに，人

人の生活空間や地域のスケールに対する認識を変え，都市と地方の関係を変化させ

ている。わが国におけるこれまでの森林と人間社会との結びつきは，あえて農業社
●●

会の時代にまでさかのぼらずとも，最近に至るまでその森林の所在する地域社会が

中心であったと思われる。都市の人々，都市という地域社会にとって，山の森林は

確かに生活資材としての木材を媒介としたつな力きりはあったとしても，しょせん生

活実感としては，遠くからさしあたり緑であることを満足しつつ眺めている程度の

ものではなかったかと思われる。まさに山の森林は，山村という狭い地域の生活の
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林業と自然保護検

討委員会報告が示

す方向

林業技術No.5641989

場であり，その地域の求める中でその地域によって管理されてきたのである。しか

しながら，今日山村地域の過疎化が進み，このような関係はしだいに薄くなりつつ

ある。一方，都市化などによって身近な緑，森林が急速に失われつつある都市の人

人にとっては，発達した情報・交通体系の下で，余暇時間の増加とも相まって，遠
●●

くから眺めるすべしかなかった山奥の森林が，その森林として日常的な生活の一部

のものとなり，身近な地域となったのである。自然保謹の要請については，地域社

会から隔ったところからのものというとらえ方もあるが，このような国土の織造の

下ではもはや狭い地域の概念から問題を論ずることが難しくなっているのである。

国有林について見れば，問題はこれまでの森林の取扱いの基調としていた，森林

の持つ公益的機能を積極的に確保しつつ木材生産機能を十分に発揮するという考え

方と技術体系，さらには，比較的狭い地域社会を念頭に置いた経営の意志決定等の

システムが，以上に述べた森林をめぐる状況の変化に十分適合しなくなったことに

あると思われる。国有林の森林の取扱いの基本は，国民および経済社会の求めに応

じて，森林の持つさまざまな価値をモノやサービスの形で提供することにあると考

えられる。したがって，自然保謹も含め，今後国有林の森林の取扱いを適切に進め

ていくためには，先に述べたような国民および経済社会のパラダイムの変化を踏ま

えた新しい森林の管理の在り方を確立し，展開していく必要があろう。

このような国有林における新しい森林の管理の方向を示唆するものとして，個々

の森林を新たな視点から機能分類し，それぞれにふさわしい取扱いを行うことを求

めた昭和61年12月の林政審議会答申，さらには昨年12月の林業と自然保謹検討

委員会報告が挙げられよう。

委員会報告は，森林が複数の機能を重複して持っており，それらは人工林および

多くの天然林の場合，伐採，更新等の森林施業を適切に行い健全で活力あるものと

することによって総合的に発揮されることを認め，集約的な国土利用が避けられな

いわが国では，このような考え方に立った森林の取扱いが必要としている。しかし

ながら，同時にまた，｜剴然生態系の遺伝的多様性の維持等のために原生的な天然林

を保存する場合には，他の機能との関係を考えるべきではなく，一切の人為を加え

ずに自然の推移にゆだねた取扱いを行うべきであるとして，目的の設定いかんによ

っては，特定の擬能に特化した森林の管理を行うべきことを指摘している。そし

て，今後ますます強まるとみられる環境資源，文化資源として森林を多様に利用し

ようとする要請にこたえるために，森林の取扱いの考え方をこのような視点を含め

たものへと拡大していくことを求めている。さらに報告は，このためそれぞれの森

林の管理目的をゾーニングによって国民にわかりやすい形で明らかにし，その目的

にあった取扱いを行う必要があることを指摘し，特にその際，原生的な天然林を保

存するにあたっては，ユネスコの人間と生物圏計画におけるコアエリアとバッファ

ーゾーンの手法を取り入れることを求めている。

国有林の森林の取扱いは，先に述べたように，公益的機能と木材生産機能の両々

相まった発揮を基調としてきた。ところで，いわば合理的な森林施業により質的に
●●●●■

優れた森林が造成されれば，単に木材生産量の増大だけではなく，おのずから公益

3



的機能も発揮されるという考え方が鮮明になるのは，昭和30年代の初頭であり，そ

れはまさに，将来の林産物需要の伸長に対処すべきことが必要であるなどの状況の

中で打ち出された新しい政策の理念であった2)。その意味で，そのような考えは，

機能間の相互の関係を客観的に示したものとは言い難く，本来，政策や経営の意志

決定の範ちゅうに属するものといえよう。そして，適切な森林施業による健全な森

林の造成は，木材生産機能と公益的機能のオプティマムを実現するという政策命題

のための技術的手段であっても，個々の機能を最大にするための技術的手段に必

ずしもなりえないことは委員会報告の示すとおりである。したがって，今日の多様

化，高度化している国民のニーズにこたえていくためには，改めて機能間の関係を

客観的に見つめつつ，委員会報告等に沿って森林の取扱いを整理していくことが必

要と考える。

ところで，わが国以上に森林に対する人口の圧力の強い西ドイツにおいて森林の

管理は，この辺の関係をどうとらえて展開されているのであろうか。西ドイツで

は，1975年の連邦森林法制定以来，森林基本計画において森林の機能に着目した

森林配置の構造的目標等が設定されてきている。この計画においては，「たいてい

の場合，同じ森林の面において2，3あるいはすべての機能の目標が何らの対立な

しに求めうるものである」としながらも，機能間に対立関係があることを認め,「目

標の競合が現れる場合には，地域の分離，すなわち個別の機能を地域的に放棄する

ことによって対処されねばならない」との考えに立っている3》。また，バーデン・

ヴュルテムベルク州森林法第32条においては，「将来の原生林」として自然の推移

にゆだねて保存するR3nnwald等の森林保護地域が制度化されている鋤。このよう

な今日の西ドイツの森林管理の在り方は，やはり森林に対する要請の多様化等の下

にその調整が重大な課題となっていることを背景としたものであり，大変参考にな

るものと考える。

$LeitfadenzurForstlicheRahmenplanung,Miinchen,1977

4)GesetzentwurfderLandesregierung,VorblattzumEntwurfeinesWaldgesetzesfiir

Baden-Wiirtemberg,1975。なお，森林保謹也域(WaldSchutzgebieoはBannwaldと

Schonwaldの2つであるが,BannWald等についてはあえて誤解を避けるため邦訳しない

さて，国有林の森林管理が委員会報告等の趣旨に沿った方向に進む場合，次のよ

うなことをさらに検討する必要があろう。

まず，各種の公益的機能と木材生産機能を同一の面で具体化させようとする考え

方から，かなり荒っぽくいえば，これまでの森林の取扱いにおいて，公益的機能の

発揮にかかわる手段はもっぱら伐採との関係において観念され，その度合いによっ

て規定されてきたといえよう。地域施業計画が主として植伐を中心に構成されてい

るのも，ここに一因があると思われる。しかしながら，ごく常識的に考えれば，あ

る機能を念頭にその森林の取扱いを考える場合，もちろん伐採の制限，すなわち

｢何をなさざる」という側面からのアプローチもあろうが，「機能発揮には何をなす

べきか」を考えるものではなかろうか。例えば，委員会報告の提言する森林生態系

保護地域のコアエリアにおけるモニタリングなどは，この考え方に立ってはじめて

出てくるものである。また，このような視点から，例えば保健休養機能を見れば，

5

2）国有林野経営規程
の解説，昭和34年

国有林の新しい森

林管理へ向けての

一視点

林業技術No.5641989,3
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5）藤沢秀夫：森林の

多面的機能に係わる

森林管理，森林計画
研究会報第318号，
昭和63年

6）梅禅忠夫：傭報の
文明学，昭和63年

これを増進する森林の構造とそこへ誘導するための森林の取扱いや教育・文化的

利用のためのソフトなどの点も含めて総合的にその管理の在り方が体系化されると

ころまで至っていない。したがって，国有林の森林管理が，機能間の調整を施業に

より仕分けたこれまでの時代から，まずもってゾーニングによりおのおのの森林に

ついて原生的自然環境の保存，森林レク，木材生産など最も期待される役割を仕分

ける時代に移るのであれば，ゾーニング手法とあわせて，個々のゾーンの管理目標

を達成するためのより積極的な行為は何かを以上のような観点に立って検討し，地

域施業計画を含む森林管理の体系をハード・ソフト両面から再構成することが必要

と思われる。

次に，このようにすることにより，経営体としては，おのおのの森林について

の目標設定に応じた技術手段が明らかになり，インプットとアウトプットの関係や

インプットの費用負担の関係が明確になることが期待される。この場合，いわゆる

公益的諸機能にかかわるアウトプットがさしあたり市場経済外のものであることか

ら，外部に応分の負担を求める方向もあるが，企業経営体としての国有林野事業に

おいては，藤沢秀夫の言うところの公益的機能の経営的内部化，そして商業化5》を

図る途も真剣に検討する必要があろう。いわゆるヒューマングリーンプランなどで

具体化しつつあるこの方向をさらに発展させるための1つのカギと思われるのは，

情報産業的な展開と思われる。梅棹忠夫は，工業社会の後に精神の産業化が進む時

代が来ると予測し，一部すでに足を踏み込んでいるとしているが6)，人々の森林に

対する新しいニーズがまさに自然保謹も含めて精神的・文化的価値にかかわるもの

であり，他方，例えば全くモノとしての市場価値を生み出さない厳格に保存された

森林であっても，森林に関する情報としてはそれ相当の価値を生み出しうることを

考えれば，その企業化を図るという試みがあってもいいと思われる。

最後に，そのような国有林の新しい森林の管理を展開するにあたっては，森林に

対するニーズの拡大や地域と森林の結びつきが変化している状況を踏まえ，意志決

定過程において国民の意見を適切に反映する手法や，森林管理の仕事に対する国民

の参加・協力を国有林野事業の経営のシステムに組み入れることを検討する必要が

あろう。考えてみれば，顧客層の厚みが増し，顧客の注文の種類も著しく多くなっ

たのである。もっとも，どのようにしてその注文を聞くかについては，時として新

しい顧客層が不特定多数ともいうべき形を取ることから大変難しい問題であり，委

員会報告が求める地域施業計画の策定段階における意見反映手法についても十分な

検討が必要と思われる。また，国民の参加，協力については，これまでも森林愛護

組合による山火警防など森林の所在する地域社会に根ざしたものや分収育林など国

民の森林づくりへの参加を求めるものがあった。今後は，負担の在り方との関係も

含め，例えば，委員会報告の森林生態系保護地域について，自然保護などに関心の

ある幅広い国民の参加の下に“○○保護地域友の会”というような形の組織が作ら

れ，パトロール,PRや自然保謹教育活動等をそのようなボランティア活動の協力

も得てやること，さらには，そのような活動を支えるための地域または全国レベル

のファンドの設立等，新たな視点に立った参加，協力の展開を図る必要があると思

わ れる。＜完＞

林業技術No.5641989.3
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濱谷稔夫

日本林学会創立乃周年。

第1Ⅲ回大会記念行事の開催にあたって
■毎

日本林学会では，創立75周年を迎え4月の大

会が第100回になるのを記念して，後記のような

公開の講演・討論会を開くことになった｡75年と

いう長い歳月の間，先人の研さんと労苦によって

本学会が，林学の発展ならびに林業の振興に果た

した貢献・役割は，計り知れないものがある。一

方,学会の内包する矛盾や問題点も目につき始め，

また学会を取り巻く環境もきわめて厳しくなって

いる。そこで,本誌の紙面を拝借して,本学会にお

ける会員数の変動，会員の所属層と会員活動との

関係などの観点からこれらの問題点を検討し，さ

らに記念行事開催の趣旨について述べてみたい。

日本林学会の歩んだ道

75年前の大正3（1914）年11月28日，東京日

比谷において「林学会」の発会式兼第1回大会が

開かれた。林学士会所属本多靜六のかねてからの

提言に基づいて，当時すでに別個の活動を続けて

いた帝国大学農科大学林学科出身者のつくる林

学士会と，同乙科出身者で構成する林友会の大同

団結を図ったものである。両会ともに学校関係者

とそれを上回る数の山林局や県の技術者で成り立

っていたが，問題になり始めた林学出身者の就職

難等で発言力を強める必要があった。もちろん，

その後に各地の帝国大学や高等農林学校出身者の

会団へも働きかけが行われた。これらの会団は林

学会（後の日本林学会）加盟後もそれぞれ長く活

動を続け，後に支部結成の核となっていった。

その後，日本林学会は年々着実に発展を続け，

昭和9（1934）および10年には財団法人林学会

を創設し，林学会奨学賞（今日の林学賞）の制度

’
を設けるなど，財政運営上の基礎づくりならびに

林学研究上の活動は活発であった。昭和13(1938）

年には学生会員も含めて4,730名を擁する大組織

となり，同年11月に同じ日比谷で農林大臣の列

席を得て創立25周年を祝っている。

その後も春，秋の大会での研究発表成果（講演

集）を刊行するなど順調に発展を続けたが，太平

洋戦争の厳しい戦局はしだいに濃い影を落とし始

めた。昭和19（1944)年には会員数5,700余に達

しながら，学会活動は停滞せざるを得なかった。

そして戦後の昭和20～22年は会計や学会誌の名

目を保つことで精いっぱいであった。、

昭和23（1948）年は日本林学会にとってある

意味では一大転機に当たり，今日の問題点のある

ものはそこから発している。すなわち，この年の

春の総会で，学会の性格を純学術的なものと定

め，また林学研究を志す同学の士に広く会員資格

を開放するよう会則を改めたのである。このよう

な改変は終戦直後の風潮からだけではなく，林学

の研究の遅れに対する懸念（吉田正男会長「林学

発展のために｣,Vo1.33,iv､;1951)も動機にあっ

たと思われる。いずれにせよ，結果的には官・実

業界からの会員多数を擁していた戦前とは異な

り，会員数は一挙に3,200（うち1,000は学生）

に減ってしまった。そしてそれ以後も行政・技術

実務関係の会員は減り続けたのであった。

会員数の減少にさらに追い打ちをかけたのが，

数年後（1955）の日本木材学会の発足である。林

産関係の研究者の大半は，やがて新学会のみの所

属となり，再び林学会に帰る蔓とはなかった6今

林業技術No,5641989.･.3
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日の会員数は本会2,200強に対し，木材学会は

1,700強である。

昭和38（1963）年は創立50周年に当たった

が，記念の行事は行われなかった。

次いで，昭和41（1966)～43年に日本林学会は

もう一度，組織，支部関係，学会誌あるいは大会

開催地等について大幅な見直しを行い，会則，運

営をほぼ今日の形のものに改めた。この時期には

学園紛争のあおりなどもあり，会員からの投稿が

振わなかつたため，学会誌の在り方そのものが熱

心に討議され，水準の向上が図られた･しかし一

方で，このことはますます研究者以外の人々の離

脱を招いた。

林学・林業界に見られる問題点

上に日本林学会の歴史を組織の規摸の面からな

ぞって問題の所在を指摘したが，次に林学研究・

林業あるいは林野行政との関係について概観して

みよう。日本農学会編『日本農学50年史』(1980)

の中に昭和50年ごろまでの林学研究の動向が簡

潔にまとめられている（執筆者橋本与良氏より種

々ご教示を得た。付記してお礼申上げる)。これ

を参照し，また今回林学会誌に当たり直してみ

て，1つ気づいた点がある。すなわち，日本林学

会を取り巻く75年の歴史の中で，しばしば類似

の事がらが繰り返し起きていることである。繰り

返された事がらの前後関係などを類推してみる

と，いくつかの問題点が指摘される。そしてこれ

らは，本学会のみならず林業や行政の在り方にも

関連していると思われるので，以下1，2の例を

挙げて説明する。

1．行政・研究における問題の繰り返しと方針

の短期転換

事例は少なくない。例えば，大々的な人工造林

は明治後期から大正前半にかけてと昭和30年代

に，森林気象観測所設置に関することは明治末期

と今日といつたふうにである。

大正の国有林野特別経営事業による造林は，年

1万haの規模で高海抜地にも及び，昭和10(1935)

年に財政窮乏の理由で停止されたあと，少なから

ぬ不成績造林地を残した。これに対する反省から

林業技術No.5641989,3

森林生態系解明の重要性が説かれ，適地適木とい

う言葉もできたのに，戦後の拡大造林では年40

万haのスピードで一斉皆伐造林が行われた。そし

てこのときは，外材による抑制効果でその勢いは

止まったが，自然破壊の批判を招いてしまった。

森林気象観測所は，明治末期の大水害を契機と

して全国で39カ所つくられたものが，大正末期

には早くも縮小削減された。気象観測資料がそん

な短期間に充足されるとは思えない。そして今日

再び森林と水資源との関係を証明するために設置

が要望され始めている。

ほかにも多くの例があり，それらにはしばしば

各種の研究が随伴推進されていたが，当然転換か

廃止の憂き目に遭った。いずれにしても，森林・

林業のように長い期間を要するものに対してなぜ

こうも経験や研究成果が生かされず，また短期に

政策が変わるのであろうか。案ずるにそれは，林

野行政・林学研究関係者の森林生態系に対する理

解力童十分でないからである（わが国に近代科学が

入って,わずか1世紀しかたっていないのだから，

無理ないともいえるが)。だがこれは，天然林の施

業に関する研究がつとに行われ，また田中壌のよ

うに，明治中期に世界に先駆けて遷移の概念を提

唱した技術者がいたことなどを考えると，納得し

がたい話かもしれない。むろん能力不足ではな

い。むしろ逆に，工業などと同様に現代科学によ

って人為的な制御が可能になるという妄信があっ

たからではないか。一時の林木育種や昨今のバイ

テクのブームなどにもそれが感じられる。もちろ

ん先端的な研究は大事で，それに対する十分な予

算上の配慮を求むくきであるが，どの程度の実効

が期待できるのか慎重な見通しを持ち，百年の計

として着実にことを進める必要がある。しかし現

実はしばしば予算取りの言葉が先行し，行政の短

期転換で糊塗されることが多い。また，通常，行

政側からは性急に成果の提供を求められる。そし

てそれが研究成果の性急で，そしゃく不十分な実

地適用を呼び，失敗・不成績を招く。
かいり

2．林野行政(者)と研究(者)の乖離

前記『50年史』によると，特に大正後半から終



戦時までは，山林局や各県の技術者が自ら数多く

の研究を実践し，多くの実綴を発表し，また自ら

著書を物した人も少なくなかった。ところが，近

年はそうした話はほとんど聞かないし，それどこ

ろか林学会会員にすらなっていない。そのことは

戦前(5,700）と現在(2,200)の会員数を比べて一

目りょう然である。このように研究者のみの集団

となり，行政担当者や実務家と結びつかない学会

の現状では，それらの人々と心の通い合った研究

は行われず，研究の成果も実地や行政に生かされ

ない。特に林学研究者でも分野が違うと理解しに

くい森林生態系の営みを十分にわかってもらうこ

となど至難の業である。そのうえ，転勤・異動の

頻繁な日本の官庁の仕組みでは，多種多様な森林

の真の営みを知った林業技術者になれと望むほう

が無理であろう。いきおい事務中心にならざるを

得ず，ますます林学の研究成果を知る時間も，ま

た知る必要すらもなくなる。林学・林業全体から

考えてもなんとかしなければならない大きな問題

である。

3．研究業績の埋没

行政・実務サイドからしばしば，林学会誌に載

る研究報告の多くは学者の自慰にすぎず，役に立

たぬという批判を聞く。研究者はこの批判や上の

2つのことについて全く責任がないといえるか。

学会誌の古い巻号に当たってみると，すでに大正

期，昭和初期になされていた重要な研究が少なく

なく，どうしてこれが政策などに生かされなかっ

たのか不思議に思うことがある。要するに，営々

と積み上げられた森林生態系や林木に関する研究

の成果が印刷公表後ほどなく埋もれてしまってい

るのである。これについて研究者側にも，研究成

果を報告しっぱなしで，その意義や効果の正当な

評価を求める努力を怠ってきた嫌いがないだろう

か。また，林学のカバーする範囲が,社会科学系，

生物科学系，数理工学系その他多岐にわたり，特

に近年は細分化されているので，研究者の目も関

連純粋科学分野の専門誌にいきがちで，他分野の

成果にまで目が届かない。しかも，研究者自身先

端分野の新しさばかりを求めて，特に総合的な見

9

方を必要とする林学の手法や成果の本質的な意義

を軽視しがちであることも否定できない。そして

その習性が，学会の組織や学会誌の在り方，林学

高等教育問題，就職難対策等々の討議を何回も繰

り返させることになる。つまりせっかくの討議の

成果も経験も生かされず（第一，どれだけの会員

が会誌の学会記事を読んでくれているか心もとな

い)，結局，上記1の問題に帰っていく。

上記3つはいずれも，放置すれば日本林学会の

みでなく林業の官・業界全体の衰亡にもつながる

大きなマイナスである。本学会としては，何らか

の改変を行って宮・業界の人々の加入を促すこと

が，なすべき第一歩であると考え，種々検討中で

ある。

我々の主張

林業・林学の現状に関して私は過度に内部の欠

点をあげつらい，過剰に反省したかもしれない。

しかし，まず自らの姿勢を正したうえで，次のよ

うに考える。

第二次大戦の終結時，わが国の国土特に山林と

林業は極度に荒廃しており，その復旧は緊急の課

題であった。そこで，戦後間もなく緑化運動が始

まり，一定の効果が上がってきた。しかし，昭和

30年代になると経済力の回復に伴って木材の需

要が増大し，供給増を求める声が大きくなったた

め，林地生産力を上回る伐採が行われて幾世紀も

かかった蓄積が放出され，それに伴って激しい勢

いで拡大造林が進められた。そしてこの波が過

ぎ，国の経済力も高まって気がついてみると，外

材圧力が増えて国内の木材市況は悪化し，経済に

おける林業の相対的位置は著しく低下していた。

その結果，拡大造林によって植えられ，数十・数

百年後に再び経済の緩衝力となるべき林は，手入

れすらままならない状態に立ち至っている。一方

で，経済繁栄にひかれた国民は，生活のためとは

いえ都市に集中し，過度の集中によって破壊され

た都市環境への不満から，遠く山林にレジャーと

自然保護という両立しがたい2つのものを求めて

いる。こうして,都市と山村との生活(経済),文化

の断絶は進む一方で，ある意味では極限に近づい

林業技術No.5641989．3
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ている。この間林業および林業人は経済の流れの

中で自己の存在基盤の整備をないがしろにし，自

ら窮地に陥ったのではなかろうか。

どうやら，昨今の林業の低迷，山村の疲弊，林

野行政の苦境，そして大学における林学教育への

（行革の）財政的圧力等々の根底にあるものがほ

の見えてきた。ひと言でいえば，経済繁栄の礎石

たることを誇る現代科学と都市文明への過度の傾

斜が,それらをもたらしている。しかも,林業人・

林学徒はそのことに目をつむってきた。食極にし

る木材にしる地球上の生物的資源は人口に比して

増加率が著しく低く，海外から矛盾や摩擦を生ず

ることなく輸入される量が消費量を満たせなくな

るときはそう遠くない。おそらく先端科学の技術

をもってしてもその不足は賄いきれないであろ

う。そのときになって慌てても始まらない。早急

にむだのない合理的な資源の使い方や，環境と調

和した生物資源生産の方法を確立しておくべきで

ある。何よりも，現在の日本の都市生活における

浪費の傾向を改め，浪費の手を生物生産のほうへ

振り向けねばならない。

ある席で林業経営者のO氏が林業は経済から取

り残された産業であるといわれたが，大切なこと

は大規模消費・浪費型の都市文明を支える経済

と，大地に根ざした文化を支える生物資源生産手

段との調和・均衡をどこに求めるかではなかろう

か。しかし森林・林業の場合，生育と生態系秩序

の確立には数十・数百年の長きを要し，生態系は

また都市文明的な圧力に弱い。にもかかわらず，

林業人・林学徒はこれまで都市文明と，主として

そこから発する自然保護の声とに対してあまりに

も従順で沈黙を守りすぎた。思うに今日の時点で

は，自然保護を説く前にまず“森林，山村，文化

を守れ”と主張すべきであろう。そして，都市型

の浪費を改め文明のおごりを正さねばならない。

もしこれを怠れば，遠からず森林も山村もそして

文化も亡び，その結果日本そのものが，かつて栄
てつ

えやがて滅亡した多くの文明の轍を踏むことにな

るであろう。

林業技術No.5641989.3

いろいろ問題を抱えてはいるが，日本林学会

は，創立75周年を迎え第100回の大会を開催す

ることになった。下記の記念行事はこの機会を，

新たな視点に立つ新たな発展への第一歩となすべ

く，手始めに，上の趣旨を広く世間一般に訴える

目的で企画したものである。森林・林業と同様，

趣旨に盛られたねらいは一朝一夕には成就しがた

いものである。しかし，我々は忍耐強く訴え続け

ねばならない。日本林業技術協会の会員諸賢も当

日奮ってご参加のうえ，討論を実りあるものに盛

り上げていただきたいと願う。

（はまやとしお・日本林学会会長／

東京大学農学部教授）

「記念行事」講演およびパネルディスカッション

テーマ：都市と森林

日時：1989年4月2日（日）10：00～16：30

場所：東京営林局木のアトリウム

＜講演演題＞

木村尚三郎「人，森林，そして文化」

下河辺淳「脱都市化と森林」

＜パネリストの主張＞

原重一「レクリエーション活動とみどりの

開発」

田本憲吾「帯広の森とまちづくり」

高橋裕「都市における河川環境」

中野秀章「河川水を絆に支え合うべき都市と

森林」

伊藤滋「都市工学から見た森林」

北村昌美「森林配腫の見直しを－地方から

の発想」

（座長：船越昭治，福島康記）

第100回日本林学会大会

日時：4月3日(月)～4月6日（木）

場所：東京大学
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一

亀沢玲治

平成元年度林業関係予算案の概要

1．一般会計予算の概要

近年，森林に対する国民の要請は国土の保全，

水資源のかん養等にとどまらず，レクリエーショ

ンや自然体験学習の場としての機能発揮を求める

など多様化・高度化している中にあって，林業を

めぐる情勢は外材との競争激化等一段と厳しさを

増しており，林業活動の停滞から森林の諸機能が

低下し，国民の多様な要請に十分こたえることが

困難となっている。

このような状況を踏まえ，平成元年度において

は国土保全対策の充実,林業生産基盤の整備,低コ

スト林業確立対策，木材需要の拡大と木材産業の

体質強化，多様な森林整備等各般にわたる施策を

積極的に推進することとしており，公共事業につ

いては,災害を含まない一般公共計(NTT･Aタ

イプを含む)で334,213百万円(対前年度比102.2

％)，非公共事業については65,898百万円（対前

年度比102.2％）を計上している。この結果，林

野庁一般会計総計では406,280百万円（対前年度

比102.4％）となっている。

重点事項を中心とした林業関係施策は次のとお

りである。

（1）林野公共事業の推進

1）治山事業，水源林造成事業の推進

近年における社会経済の急速な進展等に伴う山

地災害の多発，水需要の増大化傾向等に対処し

て，安全で豊かな国土基盤づくりを推進するた

め，第七次治山事業五箇年計画の第3年度として

NTT資金も活用しつつ，治山事業の緊急かつ計

画的な推進を図る。

’

」
①特に,市街地等の周辺に存する保安林を対象

として，森林の多目的機能の高度発揮を図るた

め，保安林種に応じた森林の整備等を総合的に行

う多目的保安林総合整備事業および集落等の水源

山地の森林を対象として，水源かん養機能を回

復・向上させるため，荒廃森林の整備，治山施設

等の設置を一体的に行う集落水源山地整備事業を

新たに実施する。

②急速かつ計画的に森林の造成を行う必要の

ある水源地域において，森林開発公団力§行う水源

林造成事業の事業量確保に努め,その推進を図る。

2）林業生産基盤の整備

「森林資源に関する基本計画」の趣旨に沿い，

林業生産基盤の整備充実を図る。

①林道事業については,林業生産力の向上，木

材の安定的供給山村地域の振興等に資するた

め，引き続き一般林道，農免林道，大規模林業圏

開発林道等の計画的な整備を推進するとともに，

林業地域総合整備事業および林道網緊急整備事業

等を実施する。

特に，奥地山村地域において，活発な林業経営

の展開および山村地域住民の安全な生活の確保に

資するため，広域基幹林道を開設する奥地林業活

性化林道整備対策を新たに実施する。

②造林事業については，豊かな森林資源を将来

にわたって維持培養し，「森林資源に関する基本

計画」等に即した森林の造成，整備を推進するた

め，植栽から保育を通じた体系的な事業，複層林

および育成天然林の整備等を職極的に実施すると

ともに，造林事業を集団的，計画的，組織的に推

林難技術No.5641989_3
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平成元年度林野庁関係予算総括表

元年度概

算決定額

対前年
度比

63年度

予算額
考備事 項

百万円百万円％

(29.919)(30.372)

189.465193.981102．4

(29.919)(30.372)

165,994168.414101．5

(29.919)(30.372)

'37．001138．998101．5

28．99329，416101．5

23，47125，567108．9

（6.946）（7.'63）
45,61746，3011015

（6,946）（7,'63）
39.57540152101.5

6，0426,149101.8

(13.771)(14,201)

90．44391，800101．5

(13.771)(14.201)
86．28387,541101．5

(ll.580)(11.942)
66.09067.0531015

6‘4666．5601015

(2.191)(2.259)
13.72713.9281015

(2.191)(2.259)

13．21113．405101．5

4,1604．259102．4

(50.636)(51.736)

325．525332．082102.0

1．3882．131153．5

(50,636)(51.736)

326.913334．2131022

5．4366,169113.5

(50.636)(51.736)

332,349340.382102.4

％百万円

(29.919)

189,465

(29.919)

165,994

(29.919)
'37．001

【公共率業】

治山事業

治山事業（繰入）

民有林＊1

国有林

水源林造成事業*2

造林事難

民有林率3

国有林

林道事業

民有林

一般林道＊4

農免林道

特定森林地域開発林道
整備事業

うち大規模林道

国有林

102.4()書はNTTプロジェクト(Bタイプ)で内数

101．5

'皿§＊!{蕊駕諭蕊蕊瀦箪規)l.610盲方門870百万円
'01．5

108，＊2{蕊蕊‘.600→6300|”
16→8億円

101．5

10l.5*3森林生産構造整備推進事業(新規)1.155百万円

101．8

101．5

101．5

1015*4奥地林業活性化林道整備対策(新規)|,050百万円

101．5

1015

101．5

102．4

102.0

｜､蕊耀蕊蕊雛…""･貢方”
153．5

1譲鶏鵜鰭"親)'…”
1022＊5

113．5

1024

28－993

23，471

（6.946）

45,617

（6,946）
39．575

6，042

(I3.771)

90．443

(I3.77I)

86．283

(ll.580)
66．090

6．466

(2.191)

13.727

(2.191)
13．211

4,160

(50.636)
325.525計、０Ｊノ

NTTプロジェクト(Aタイプ）

一般公共計＊5

1，388

(50,636)

326.913

災害復旧等事薬

公共事業計

【非公共事業】
林野庁一般行政

審識会

林業構造改善対策蛎業＊6
林木育種場運営

国有林野事業特別会計へ繰入*7
保安林等整備管理

5．436

(50.636)

332,349

4．956

3

16,606

101

3．788

1，370

4．956

3

16．606

101

3．788

1，370

'03．1

100．0

94．8

105．0

141．6

98－7

'03．1

100．0

94．8＊6国産材生産高度化促進モデル蕊業(新規)1,030百万円
105．0

141.6*7退職手当利子補給金等
98－7

5，108

3

15，749

106

5．365

1．352

進するため，森林総合整術事業を実施する。

さらに，森林椛造に偏りがある地域において，

森林の有する諸磯能の高度発揮を図るとともに，

効率的な森林生産椛造を確立するため，人工林の

複層林化，齢級構成の平準化，天然林の育成等に

より多様な森林を造成する森林生産構造整備推進

事業を新たに実施する。

（2）低コスト林業確立対策

林業技術N0.5"1989.3

1）国産材生産基地の総合整術

わが国の森林資源は，戦後造林された1,000万

haの人工林を中心に，しだいにその蓄積を増加さ

せつつあるが，急l峻な地形等自然条件の制約に加

え，林道等路網整備の遅れ，林業機械化の立ち遅

れや素材生産事業体等の事業規模の零細性等によ

り諸外国に比べ生産性が低く，円高によって価格

競争力の高まった外材の輸入が増大している。



13

対前年
度比

元年度概

算決定額
63年度

予算籠
考備項事

●

％

96．6

1150

百万円

1,261

7．085

218

220

534

2，488

213

402

74

1,585

731

619

5．146

5，884

570

374

1，339

133

10．171

6．210

65，856

42

65，898

(51.736）

406.280

百万円

1.305

6．’63

先端技術導入林業機械開発事業(新規)201百万円

ふるさと森林活性化対策事業(新規）’99百万円

林業労働安全衛生定着促進事業(新規）86百万円

特用林産物需要拡大総合推進事業(新規）26百万円

＊8

＊9

＊10

|31.7

101．5

143．2

891

94．1

93．7

961

991

103.2

100．2

97．6

100．2

98．2

89．3

100.0

99．5

100．8

102．2

102.4

102．2

167

526

1,737

239

427

79

1，650

738

600

5.137

6．026

569

381

1，500

133

10．219

6．162

64．419

41

64，460

(50.636)

396,809

林産物生産流通改善対策＊'’

優良種苗確保

地域林業整備育成対策

入会資源総合活用促進対策

＊II

＊12

｜木材産業体質強化緊急対策
地域材流通
シス

加工

テム高度化対策
*I3若い林業者育成確保促進事業(新規)21百万円

*14スギ･ヒノキせん孔性害虫被害対策推進事業(新規）
46百万円

農林漁業信用基金出資等

*'5{離離強化,蝿w了劉蛎）@,7百万円
*I6昭和63年10月改組

102.4

【財政投融資計画】’
Ｉ

19,800119，700199.5

270,0001270,0001I00.0

体として整備し高密な林内路網を形成するととも

に，多様かつ効率的な森林整備を推進する国産材

生産森林基稚整備事業を総合的に推進する国産材

生産基地整備総合対策を新たに実施する。

また，林業・林産業が重要な地位を占めている

集落において，特用林産物の生産振興を中心とし

た総合的な集落振興を行う林産集落振興対策事業

を引き続き実施することとし,.特に，特用林産物

林業技術No.5641989.3

こうした状況を踏まえ，安価で良質な国産材を

円滑に供給し，国産材時代の到来を現実のものと

するため，将来，国産材･の主要な生産基地となり

得る地域を対象として,①国産材生産体制の高度

化を促進するため，森林施業の共同化の推進と，

高度林業生産促進施設，流通加工合理化施設等の

整備を図る国産材生産高度化促進モデル事業，②

低コスト林業の確立に不可欠な作業路・林道を一
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の需要拡大を図るための推進会議，品質管理マニ

ュアルの作成等を行う特用林産物需要拡大総合推

進事業を新たに実施する。

2）森林組合の活性化と担い手の育成確保

森林組合等による不在村者所有森林等の適正管

理，森林資源を活用した異分野・他業種との提携

による新商品の開発等およびこれら事業に広域的

かつ効果的に取り組むための情報ネットワーク化

を推進するふるさと森林活性化対策事業を新たに

実施する。

また，林業労働安全衛生対策を強化するため，

作業現場におけるきめ細かな安全巡回指導，林業

従事者に対する「健康教室」等を実施する林業労

働安全衛生定着促進事業を新たに行う。

さらに，林業への新規参入の確保を図るため，

学卒予定者等を対象に林業後継者の育成活動等を

行う若い林業者育成確保促進事業を新たに実施す

る。

3）林業機械の開発改良と技術開発の推進

林業における飛躍的な生産性の向上および省力

化を図るため，メカトロニクス等の先端技術を組

み込んだ自走式多工程処理機械等の高性能機械の
』

開発を新たに実施するほか，産学官の連携による

技術研究組合を新たに設立し，化学処理等による

木材の防火，防腐耐水性能等の向上および木材

の抽出成分（精油，樹脂等）の医薬品，食品添加

物等への利用のための技術開発を促進する。

（3）木材需要の拡大と木材産業の体質強化

今後，国産材の需要を拡大し，安定的な供給を

確保するために，全体としての木材需要の拡大を

図るとともに，流通・加工を担う木材産業につい

て，外材等との競争に耐え得る足腰の強い産業へ

の体質強化を図る。、

］.）木材需要の拡大と国産材供給体制の整備

乾燥材等品質の安定した国産材供給に対する要

請が高まっていることにかんがみ，乾燥材の普及

と安定供給体制の整備を図るため，乾燥材の普及

啓発，乾燥技術寺ニュアルの作成等および乾燥設

備の導入促進等を実施する乾燥材供給総合対策事

業，ならびに住宅等の内外装木質化のニーズに対
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応した住宅部材の国産化のための技術開発，製品

開発等を推進する住宅部材国産化緊急対策事業を

新たに実施する。

また，国産材の需要拡大を図っていくため，木

材・木製品に関する総合的な啓もう普及活動の拠

点施設および実物展示拠点としての各種の大型木

造建築物を整備する国産材需要拡大拠点施設整備

事業を新たに実施する。

2）木材流通対策

木材利用の普及啓発，木材流通の改善および木

材産業の経営の近代化等の推進に必要な情報の収

集・提供等を行う木材総合情報センター事業を拡

充実施するとともに，素材生産業の体質強化を図

るため，体質強化計画を策定するとともに，高能

率な機械の導入，協業化の促進，共同施設の整備

等を総合的に推進する素材生産業体質強化事業を

新たに実施する。

（4）多様な森林整備の推進

1）間伐対策と森林保全対策の推進

地域における立地条件等に応じた簡易な作業

道，林内環境等の整備を通じ，効果的な間伐の促

進を図る間伐促進強化パイロット事業を新たに実

施する。

2）森林病害虫等防除対策の推進

最近，問題化しているスギ・ヒノキせん孔性害

虫被害対策を計画的に推進するため，被害材の移

動監視，被害発生源の除去等を行うスギ・ヒノキ

せん孔性害虫被害対策推進事業を新たに実施す

る。

3）新たな森林整備と森林の総合利用

近年，森林に対する国民の要請が多様化・高度

化している一方，林業をめぐる情勢は外材との競

合激化等一段と厳しさを増す中で，林業活動の停

滞から森林の諸機能が低下し，国民の多様な要請

に十分こたえることが困難となっていることか

ら，それらの要請にこたえ得る森林・林業地域の

形成が緊急の課題となっている。

このため，特に森林の諸機能の漉密かつ重層し

た発揮が要請される森林を対象として，林業の活

性化を図りつつ森林の総合利用，国土保全機能の



向上等を推進することとし，これらの森林の総合

的な整備計画の策定と，森林の整備，高密路網の

形成および防災施設の整備を行う複合機能森林活

性化緊急対策を新たに実施する。

（5）海外林業協力の推進

新たに，砂漠化が進行しつつある地域における

森林復旧技術マニュアル作成のための調査および

熱帯地域の海岸線に分布するマングローブ林の保

全造成技術の体系化に必要な調査を実施する。

加えて,FAOの｢熱帯林行動計画｣(TFAP)

に基づく国別行動計画の樹立支援のため，所要の

経費をFAOに拠出するとともに,ITTOに対

し研究・開発プロジェクトに必要な経費等を拠出

する。

（6）林業金融の充実

農林漁業金融公庫林業関係資金については，林

業経営を積極的に営む者への林地の流動化を促進

するために，林業経営育成資金（林地取得）の融

資対象林齢の引上げを行うほか，新規用途事業等

資金の貸付対象品目に，スギ，ヒノキ，マツの間

伐材を追加するなど制度の充実・強化を図る。

また，国産材産業振興資金については，森林組

合連合会等の広域事業体の取扱規模の大型化と経

営の安定化を図るため，素材引取資金の貸付限度

額の引上げを行い，制度の充実・強化を図る。

さらに林業改善資金については，林業生産のコ

ストダウンを図るため，高能率素材生産用機械を

貸付対象に加えるなど制度の充実・強化を図るo

2．国有林野事業特別会計(事業勘定)予算の

概要

国有林野事業については，昭和62年7月に改

訂・強化した改善計画に基づき，自己収入の確保

と支出の縮減による自主的改善努力のいっそうの

徹底を図るとともに，所要の財政措置を識ずるこ

ととし,総額で5,798億円（対前年度比102.0％）

の予算を計上している。

（1）歳入等

自己収入の大宗を占める林産物収入について，

需要動向に応じた積極的な販売活動を推進すると

ともに，土地の売払い，分収育林の積極的な推進
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等により自己収入の確保に努めることとし，具体

的には次により財政措置を識ずるo

1）造林・林道整備等の事業施設費，退職手当

および借換えにかかわる借入金の利子ならびに保

安林等の保全管理に必要な経費に対する一般会計

からの繰入れを拡大する。

なお，事業施設費については，新たに保安林以

外の森林における複層林整備および被害跡地造林

に要する経費を繰入れ対象とする。

2）財投資金の借入れについては，所要額の確

保を図るほか，償還金の財源に充てるための借入

れ（借換え）を行う。

3）国有林野治山事業については，引き続き一

般会計資金により治山勘定においてすべて実施す

る。

（2）歳出等

当面する厳しい財務事情にかんがみ，要員規模

の縮減により人件費を極力抑制するとともに，各

種事業については，投資の効率化を図ることを基

本として，経費の節減に努めつつ，着実な実施を

図ることとする。その主要事項は，次のとおりで

ある。

1）定員内職員については，予算定員1,820名

の削減を行う。

2）基幹作業職員については，予算人員1,000

名の削減を行うほか，その他の定員外職員の人件

費についても361名の削減を行う。

3）造林事業については，天然林施業の拡充を

図るとともに，人工林施業を適切に実施する。

4）林道事業については，投資の効率化に配慮

しつつ，事業運営に不可欠な事業量を確保する。

5）生産・販売事業については，木材情報シス

テムの活用等により需要動向に応じた機動的，効

果的な生産・販売活動を推進するとともに，葉つ

き乾燥丸太「サンドライ」のブランド化を図る。

6）森林レクリエーション事業については，森

林空間の総合利用によるヒューマン・グリーン・

プランの推進をはじめとして地域振興等に配慮し

つつ，積極的に取り組む。

（かめざわれいじ・林野庁計画課）

林業技術No.5641989.~8
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松井光窪

森林資源政策･海外技術協力事業と故猪野氏の業績

日林協の国際技術協力の歩みと猪野さん

昭和43年5月の第23回総会において,43年度

事業計画の1項目に，“東南亜林業技術提携の推

進”を挙げ，「わが国のおかれている位置からし

て，開発途上にある東南亜諸国に対する林業技術

を通じた協力ないし提携は，わが国運の進展なら

びに国内林業の発展にとっても緊要かつ時宜を得

たものと思われる。したがって，林業技術者の唯

一の職能代表である本会が，イニシアチブをとっ

て，これが推進を図ることとするが，さしあた

り，台湾，琉球，日本の3者の技術提携の実現を

当面の課題とし，逐次範囲を拡大し，善隣諸国に

協賛を求めることとしたい」と述べている。

この件については，松川顧問が，前年に台湾，

沖縄を訪問して協議している。

同じく昭和43年度には，本協会を通じて，台

湾にスギ種子1,520kgを輸出しているが，これ

は，昭和27年より外林産業株式会社ｶﾇ行ってい

たスギ種子輸出を受継いだもので，協会として国

際協力事業に乗り出した初めであろう。この種子

輸出は，台湾向けスギを中心としつつ，ヒノキ，

カラマツなどを含め，韓国，ドイツ，フランス，

ベルギーなどに及び，量は減ったものの現在に及

んでいる。

昭和46年度には，関係国の科学者，技術者間

の連絡協調に資するためASPACに登録するとと

もに，農業開発財団との協力により，南方開発途

上国の森林調査を開始している。これが海外技術

協力調査事業の始まりとなり，インドネシア，フ

ィリピンと広がっていく。

昭和49年，国際協力事業団が設立され，50年
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3月にはインドネシア5名，マレーシア2名の研

修員を受け入れている。その後，研修員の受入れ

は年々増加し，カウンターパート研修，あるいは

1年に及ぶ長期研修生受入れ等範囲が広がるとと

もに，昭和60年からは森林土壌コース研修の委

託を受け今日に至っている。かくして，研修受入

れ国も東南アジア諸国のみならず，中南米，中近

東，アフリカ，南太平洋諸国をカバーすることと

なる。

本格的海外調査事業は，昭和49年国際協力事

業団の発足に伴って発展していくことになる。同

年協会の組織として国際部が新設され，49年に

は，インドネシアの空中写真撮影，図化，森林調

査が事業団よりの受託事業として始められ,翌50

年にはフィリピン，パンタバンガンの基本図作

成，地形解析，林相図作成プロジェクトが行われ

た。事業量は徐々に増加し，現在は当協会の事業

の重要な部分を占めている。

昭和43年ごろより，国際協力の重要性に着目

し，調査，検討を重ねてきた実績が実ったといえ

るが，この中で，故猪野砿前理事長の功績を忘れ

ることはできない。

氏が，高知県に在任中の昭和40年11月，南米

移住地の造林計画等の調査のため，ブラジル，ウ

ルグアイ，アルゼンチン，パラグアイを訪れたこ

とが，発展途上国への強い近親感を覚える契機と

なったようである。当協会理事長に就任するや，

職員に広く国際舞台に目を開くよう指導するとと

もに，自ら海外へ足を延ばし，その際は努めて，

相手国責任者たちと膝を交えて論談し，持論を展



エクアドルにて（1986年）

開するとともに，相手国の事情を理解することに

努めた。

氏の相手側の事情を知ったうえで述べる森林政

策についての卓見は，氏の温かい人間味ととも

に，相手側の絶大な信用を得ることとなってい

た。

昭和59年，パラグアイ国の森林造成計画調査

の際，調査団が現地に到着してみると，すでに双

方合意して調査の進んでいた造林予定地が，軍に

移管され入植が進められていることがわかり，調

査団は途方にくれてしまった。たまたま，巡回指

導中の猪野氏はこのことを聞き，相手側林野局長

に事情を説明，相手側も早速軍幹部との交渉を行

い事態の解決を見たが，このような省庁間の問題

をかくも迅速に処理できたのは，特に途上国にお

いては異例のことで，猪野氏がいかに相手側政府

に信頼されていたかを示すエピソードである。

日林協は，蓄積された空中写真に関する技術を

基に国内事業および国際協力に努めてきたが，猪

野氏は海外調査の経験から，森林計画手法の技術

移転が途上国にとって緊急の課題であることを早

くから考えていた。基礎データの乏しい途上国に

おいては’写真判読が最も有効に活用される場で

あるが，この技術を駆使して，地形図，林相図，

土壌図’荒廃危険図，土地利用現況図などを作成

するとともに’これに気象条件等自然環境を把握

し,これら科学的データに基づいて，その地域の
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棚手国要人との打合せ（エクアドル）

社会条件に適した森林利用計画を立てることに努

めてきた。

途上国の悩みは，森林利用計画のないまま森林

が他用途に蚕食されていることと，木材伐出後の

保続の確保がなされていないことである。今後と

も，森林利用計画の考え方と手法の定着に努める

とともに，個々の社会条件に対応した，キメの細

かい森林管理技術の開発に協力していく必要があ

ろう。そのため，猪野氏の提唱により，砂漠化問

題およびアグロフォレストリー問題についての勉

強会が協会内に発足している。

先進諸国も，過去において激しい森林破壊の苦

い経験をしている。途上国が1日も早くこの浪費

から脱出できるよう我々の技術を生かしていくこ

とも，我々林業技術者の責務であろう。

環境問題も重要になっている。途上国では生き

るために森林を壊し，これがまた自分たちの生活

を脅かしている。自力での脱出は困難なこの地球

的課題にも，我々の協力が待たれている。合理的

な森林利用の定着と計画を具体化するための社会

科学的研究調査が，今後ますます重要になってく

るだろう。それにしても猪野氏の残した，各国と

の信頼関係を大切にし，伸ばしていきたいもので

ある。

（まついみつま・日本林業技術協会顧問）

林業技術No.5641989.3
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岡和夫

森林資源政策･海外技術協力事業と故猪野氏の業績

林野庁計画課長時代の猪野さん
-一一 ‐一

｜
’

計報は，あまりにも突然で，一瞬わが耳を疑つ
けいがい

た。これからは猪野さんの瞥咳に接することがで

きないと思うと，寂しさはひとしおである。

猪野さんが林野庁計画課長の職にあられた当

時，私は部下のひとりとしてお仕えした（昭和46

～48年ごろであったと思う)。猪野さんは，私に

とって職場の上司というにとどまらず，中央官庁

において仕事はどのようにして進めるかをお教え

くださった先生，それも偉大なる師であったと今

も思っている。もっともお姿に似ずはにかみ屋の

一面を持っておられたため，先生面をして人に物

事を教えるということは，まったくといってよい

ほどなかった。日常業務を通し実践の中で習得さ

せる，あるいは言葉のはしばしから学び取らせる

というやり方であったように思うが，愚鈍の私を

して会得させる影響力を備えていた方であった。

今にして痛感するのであるが，もし猪野さんを課

長として頂くことがなかったならば，その後に私

が歩んだ総括課長補佐などの職務は，到底満足に

果たしえなかったことであろう。よき上司を得て

誠に幸運であったとの思いを今更のごとく強くす

るのである。それだけに猪野さんは，現在におい

てもなお私の心の中で大きな存在であり続けてい

る。

かつて部下としてお仕えした縁で猪野さんを追

悼する一文を記すスペースを私に与えられたの

で，想い出をつづってご霊前に捧げたい。

猪野さんの言ﾄ報に接して，すぐ心に浮かんだの

は，しるされた業績の大きさである。今日の林政

の構造をキーワードで表すとした場合，多面的機
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能，公益的機能，機能区分，自然保護，海外林業

協力等は絶対に外すことができないであろう。特

に森林資源政策の範ちゅうは，これらのキーワー

ドによって余すところなくカバーされるとさえい

えるのである。ところで，これらのキーワードが

象徴する政策の立案の経緯をたどると，そこに必

ず猪野さんが登場してくるのである。もっともこ

れは，政策が形づくられていく過程に直接かかわ

った者や直接かかわらないまでも間近で見ていた

者のみが認識しうることで，そうでない方々の目

には，政策立案に関係した人的要素はほとんど映

らないであろう。これらのキーワードで表徴され

る政策は，社会経済の変化の中から，いわば生ま

れるべくして生まれたとしか理解されていないの

かもしれない。つまり「時代の流れ」の必然的所

産として今日の政策があるといった理解である。

その意味では，政策の背後に何のドラマ性も感じ

取れないことであろう。

しかし今日の森林資源政策の基本的枠組みは，

猪野さんという，ある意味では個性的であった人

の存在を抜きにしては語れないと考えている。今

にして思うと政策的激動期であった当時に，その

激動の渦を近くで見，ときには渦の端にせよ渦中

に身を置いた者の感概として，渦を巻き起こし，

渦の中から今日の林政の骨格をつくり出した人で

あったとの思いが強烈にするのである。いわば新

たな政策時代をつくり出すための舞台回しをした

人である。したがって私の感概をもってすると，

クレオパトラの鼻ではないが，もしこの人なかり

せば，その後の森林資源政策の展開は，違った方

｜
’

’



向や枠組みを取って進められていたかもしれな

い。歴史に「もし」はないというが，しかし猪野

さんに関する限り大いに「もし」の要素があった

のではないかとひそかに考えている。それほどに

猪野さんが残された足跡は大きかったということ

であろうか。

残された足跡の中で，特に今も鮮明に輝いてい

るのは，公益的機能を中軸においた森林資源政策

の展開と海外林業協力の2つであろう。

私が林野庁計画課の企画班担当課長補佐を命ぜ

られたとき，計画課長である猪野さんから指示さ

れた特命的な仕事に，公益的機能の計量と海外林

業協力があった。計画課企画班は，おそらく現在

もそうであろうが，ルーティンワークは持たず，

政策構築のための調査や政策立案をすぐれて顕著

な役割としていた。それにしても公益的機能の計

量とは，何ととっぴなことを課長は考えついたも

のだと思ったものであるが，やがてそれが新たな

森林資源政策のコンセプトを確立するための基礎

であることに気づいた。課長が，費用負担こそが

究極のねらいであることを忘れないようにと珍し

く強調して指示されたからである。公益的機能計

量の仕事に関して，課長から内容にわたる指示の

あったのは，後にも先にもこれだけであり，他は

すべて担当者の判断にゆだねられた。しかし今か

ら思うと課長の頭の中には，路線設計がちゃんと

出来上がっていたようである。だからこそ担当者

の自由裁量にゆだねて仕事ぶりを見守っておられ

たのであろう。その路線設計とは，公益的機能を

木材生産と同等に並べて政策原理に据えた森林資

源政策の展開である。多くを語られなかったが課

長の頭の中には，新たな森林資源政策の構図が明

確な形で描かれていたのであろう。

海外林業協力についてもまったく同様である。

告白するが，指示された後もしばらくは意図がよ

く理解できなかった。課長の趣味から出たものと

さえ思ったくらいであり，初めのころはあまり

力が入らなかった。しかし森林資源計画の改定作

業を担当し，木材需給の長期見通しを行う中で海

外森林資源に対するアプローチの必要性を痛感し
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た。というのは当時は第一次石油危機の直前の時

期であり，木材需要の増大にどう対応するかが，

需給長期見通しにおける最大の問題点とされてい

たからである。課長の意図が，ここにきてようや

くわかったのであり，以後海外林業協力の体制づ

くりを企画班の重要業務として没頭することとな

るのである。これがその後，曲折を経て国際協力

事業団の設立につながっていくのであるが，種子

は猪野さんがまいたのである。このときも課長

は，仕事の内容に関する細かい指示は一切されな

かった。結果の報告だけを求められただけで，担

当者に大幅の自由度を与えてくださった。それだ

けに担当者は勉強を強いられることになるが，今

から考えると，このような方法で課長は部下の教

育をされたに違いない。担当者に自由度を大幅に

与えて存分にやらせるが，しかし課長の頭の中に

は，事態の見通しや事案の結着の姿などが，描か

れていたのであろう。

このようにして私どもは，知らず知らずのうち

に鍛えられ，政策の勉強をすることができたので

はないかと思う。その意味であえて猪野学校と呼

ばせていただくが，この猪野学校で育てられた一

員である私は，おそらく師である猪野さんの政策

的発想法を今も身につけていることであろう。も

っともその後私は，猪野さんが指導部長の職にあ

られたときに大学に転じ，研究教育の世界に入っ

たため，猪野学校での成果を発揮する機会がない

ままに今日に至っている。しかしこんなに早く言ト

報を聞かなければならないのであれば，ご存命中

にいろいろと学んでおくべきであったと悔んでい

る。

それもかなわぬこととなった今は，ただひたす

らご冥福をお祈りするのみである。合掌して筆を

おかせていただく。

（おかかずお・東京農工大学腿学部教授）

林業技術No.5641989.3
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’ 森本泰次

コスト低減への取組み
－バルブ材の伐出事例から－

’

はじめに

本誌新年号に，「国産材は外材に対抗できるよ

うになるか」の課題について寄稿した。現在の仕

事に就いて5年目を迎えた私の日本林業に対する

所感の一端を，率直に述べてみたものでもある。

その中で，紙パルプ業界が，厳しい状況に置か

れている国産パルプ材の国際競争力を強化し’国

内に一定の安定供給基盤の確保を図るため’日本

製紙連合会林材部会の各検討会において，目下取

り組んでいる幾つかの課題とその検討状況につい

て言及した。

それらのうち，伐出技術検討会が「少しでもコ

スl､低減に役立つと思われるパルプ材伐出の48

事例を取りまとめ，その中で適用範囲が広く，効

果的と思われる事例の普及に努めるとともに，そ

のいっそうの改善を図ることとしている」と記述

した点について，ここにあらためて，その具体的

内容の紹介が求められたものである。

各社の現場担当者から提出された事例は61事

例に及ぶが，このうち資料などが比較的よく整っ

ている48事例を取りまとめ,さらにその中から5

事例を選んで普及に努めることとしている。

48事例はいずれもパルプ材が主体のものであ

るから，一般用材に比べれば，零細な業者の行っ

ているものが少なくない。改善点も，他の条件が

現状のままでは効果の低いものや，そのこと自体

だけでは効果があまり現れないものもある。仕組

みや器具類も考案したばかりであって，安全や能

率の面でなお問題を残しているものもある。

特に注目すべきことは，専門家から見れば，
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"今さらこんなことを”と思われそうな事例が少

なくないことである。国産材の厳しさがいわれる

ようになって久しいが，地方や地域，事業者によ

っては，なおこの程度の水準実態にあることを認

識するうえでもきわめて意義のあることと思って

いる。

それらはさておき，伐出コストの低減に取り組

んでおられる各事業者の努力に深く敬意を表しつ

つ，以下，選んだ5事例についての要点を紹介し

てみたい。

事例1集材機による全木集材の土場作業に，中

古のパワーショベルの導入

〔対象林〕約30年生の広葉樹林。林地傾斜

度平均25.．面積10hao材積約100㎡/1,ao皆伐。

鹿児島県名瀬市の例で中越パルプエ業(株)の紹

介。

〔従前方法〕奄美大島では，集材機（エンドレ

スタイラー式）による全木集材と，同集材機によ

る丸太のトラックへの積み込みが一般的であり，

伐倒手1，荷掛手1，集材機運転手1，土場作業

手2の計5名により，月250㎡程度を生産してい

る例が多い。

〔改善方法〕集材は従前と同様で，集材磯運転

手1，荷掛手1で行うが，集材機によるトラック

への積込みは行わない。伐倒は全員で行う。土場

にフォークグリップ装着の中古パヮーショベルを

導入し，その運転手1と土場作業手1の2名で，

運ばれてきた全木材の荷卸し，造材，枝条の移動

整理，丸太のトラックへの積込みを行う。作業員

は計4名。
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図･1中継地点での掛け替え作業

荷

かなり効果的な方法と考えられる。

事例2荷造りをしたままでの集材機2段中継に

よる集材とトラック積込み

〔対象林〕約35年生の広葉樹（主としてシ

イ）林。林地傾斜度平均20.．面積401'a・材積

130㎡/hao皆伐。宮崎県日向市の例で山陽国策パ

ルプ(株)の紹介。

〔従前方法〕あらかじめ伐倒，造材（1.8～2.0

m)したものを，集材時に適宜の鼠にまとめて荷

掛けをし，集材機2段で，いったん中継地点で荷

卸し後，再び1段目に荷掛けをして土場まで運

び，集積後|､ラックに積み込むという，きわめて

一般的な方法である。

〔改善方法〕伐倒，造材，荷造りまでを一貫し

て伐木造材手が行う。荷造り（または棚積み）

は，ほぼ一定の量（0.8～1.0㎡程庇）に統一す

る。

集材（エンドレスタイラー式）では，2段目

（先山）に掛けた荷を中継地点で卸すことなく，

図･1の要領で1段目に移す。すなわち，

(1)中継地点で2段目と1段目の主索を，2段目

を上側にして1段目との間が2～3mあくように

林業技術No.5641989．3

〔効果〕①どの作業地でも生じがちな集

材作業能力と土場作業，積込み作業能力との不均

衡が是正され，1名減となっても，無理なく従前

の作業量が確保できる，②パワーショベルによる

積込みのため，スカイラインを高く張り上げる必

要がなく，土場の選定，作設が容易となる，③枝

条整理など，作業員の重筋労働が大幅に軽減で

き，安全性も向上する，④パワーショベルは3～

4年間使用の中古品で十分で，この例では,43カ

月使用のコマツPC120(本体250万円，フォー

クグリップ90万円，金利60万円，軽油4.82/

時）を5年間使用の見込み,⑤パワーショベル

は，集材機の移動や土場，作業道の作設にもきわ

めて効率的である，⑥総じて,作業員1名の減

と，作業道作設請負費などの減があるが，パヮー

ショベルの償却費，燃料費，修繕費などがかさむ

ため，コストはこの例では従前方法の7,291円／

㎡が7,160円/㎡に低減された程度にとどまって

いる。

しかし，労働強度の軽減，安全性の向上，索張

り，余裕時の作業道作設などパワーショベルの効

率的利用などを考慮すれば，やり方によっては，
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交差させて架設する。

(2)1段目のローディングフックに，長さ30～

50cmのスリングロープにキトークリップを装着

したものを掛ける。

(3)2段目の集材機運転手は，荷をキトークリッ

プが荷の上端近くに取り付けられるような位置で

止める。

(4)同運転手は，あらかじめ作設した足場（盤台

または歩廊）に登り，キトークリップをなるべく

荷に近い位置に取り付けるとともに，2段目のロ

ーディングフックに取り付けた長さ50cm程度の

ゴムひもを引き伸ばして，荷をつってきた荷掛け

フックの輪の先に巻き付ける。

(5)同運転手が集材機に戻り荷を下げると，荷重

がキトークリップのほうに移って，荷掛けフック

は無荷重となり，引き伸ばして巻き付けていたゴ

ムひもによってフックの輪が外れ，1段目への移

し替えが完了する。

(6)1段目に移った荷は，終点でそのままトラッ

クに積み込まれ，トラック運転手がスリングロー

プを外し，整木を行う。

〔効果〕①2段集材が，荷掛手1，集材機

運転手2の3名で行える，②伐倒，造材，荷造

りの一貫化はかなり前からであるが，これによっ

てコストが約13％軽減している，③中継地点で

の掛け替えが能率的に行えること，④荷が途中で

地面に接することがないため荷崩れが少なく，か

つ荷の量がほぼ一定であることから，集材および

I､ラックへの積込みの能率が向上し，この工程で

約18％のコスト低減が図れる，⑤コスト合計で

は，従前方法の10,670円/㎡が12％減の9,660

円/㎡となっている。

しかし，①中継地点での移し替え作業が，荷

の停止位置によっては手が届かず，荷の上に登っ

て行われることがあり,十分注意する必要がある，

②また，後述の事例5でも明らかなように,立木

の径級，成立密度，林地傾斜度などによっては，

荷造り集材はかえって非能率となったり，伐木造

材手が労働過重になるなど，考慮を要する点があ

る。
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この方法の特色は，中継地点での荷の移し替え

方法にあり，当連合会では，事業者の(有)長友木

材にちなんで長友式と呼んでいる。

事例3ウッドシューター（修羅）と林内作業車

の組合せ集材

〔対象林〕スラッシュパイン15～17年生の

間伐作業｡面積16ha｡出材量314㎡･造材長2m･

林地傾斜度20～34.･徳島県海部郡の例で大王製

紙(株)の紹介。

〔従前方法〕ウッドシューターの利用は，以前

から各地で試みられているが，同一伐区でも立木

状況，地形などが箇所によって異なるにもかかわ

らず，シューターだけの単用や効果を過信しての

利用例が多いため，十分な成果が上げられていな

い。

〔改善方法〕ここに紹介する例は，格別変わっ

たものではない。林内作業車の導入にあたり，作

業道の作設費や作業道までの人力木寄せ費と，シ

ューター利用との関係を比較校討し，シューター

のほうが効果的と考えられる箇所については，距

離の長短にかかわらずあらかじめ計画し，または

随時利用しようというものである。さらに，道路

事情によっては，林内作業車（キャタピラ式）は

荷を積んだまま小型トラック(2t車）に載せて

トラック積込み地点まで運び，中間地点での卸し

積込み経費を節減している。

(1)シューターは，ガラス繊維強化プラスチック

製(ダイニチFRPスーパー)で,1本の長さ4m,

幅30cm,重さ12kg,耐低温-7｡C,耐用年数約

5年，価格16,000円のものを使用中。

(2)傾斜が25.以上であれば短距離でも丸太は滑

降し，それ以下でも注水，塗油でかなりよく滑降

する。作業員が慣れてくれば，設定距離を長くす

るよりも，5～10mの短距離であってもシュー

ターを並べるだけ（安定作業は不要）で人力木寄

せより能率が向上し，労働強度も軽減する。

(3)シューターの設置，撤去の功程は2人1組

で，傾斜30．距離50m(13本）の例では，設置

が150分（準備30分，運搬30分，組立て60分，

安定30分)，解体と運搬が30分程度である。
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(4)シューターは林地傾斜方向に対して斜め下

方向に設置するのがよく，終点では作業道に並行

させて材の集積を容易にする。傾斜が急な箇所で

は途中にノレンを，終点には古タイヤの受止めを

設置する。

(5)林内作業車（四国X61R)が荷を積んだま

ま小型トラックに乗り込めるように土盤台を作設

する。

〔効果〕①この間伐作業のトラック積込

み土場までの総人工数は250人であるが，シュー

ター設置箇所のうち,50m路線部分だけの例で

は，設置，撤去を含め2人1組，3日間の集材量

は約30㎡であって，推定人力木寄せ功程の2．3

倍程度になっている，②伐木造材を含め，トラッ

ク土場までの総平均コストは10,477円/nfであ

り，間伐作業でのシューター利用の効果が大きく

現れている。

事例4運転手1人による荷造り材の積込み，輸

送チップ工場リフト車渡し

〔対象林〕広葉樹小径木林。兵庫県神崎町の

例で王子製紙(株)の紹介。

〔従前方法〕この地方の広葉樹林伐出は，集材

機により集材し，常備のトラック。クレーンで積

み込む方式が大半を占めている。．

しかし，集材機の集材量（1日10～30㎡）と

l､ラック・クレーンの積込み能力（1日約100㎡）

との不均衡からロスが大きく，特に一般用材の選

別作業が少ない小径木林ほどこの傾向が著しい。

〔改善方法〕全木集材(エンドレスタイラー式）

とし，土場作業手2名で荷卸し，造材(2m),

リングローフ止め金具ス

図･3荷掛けフック自動外し装置

荷造り（03～0.5㎡の荷にスリングロープ掛け)，

枝条整理を行う。

土場にリモコンクレーン付トラック（ユニック

車）を導入し，その運転手1人で次の要領により

積込み，輸送を行う。

(1)荷掛けをし,荷が地面を離れる少し前までつ

り上げていったん停止し，図･2のスリングロープ

止め金具を，荷崩れが生じないように装着する。

(2)リモコンとトビ（竹ざお）により，荷をトラ

ックに積み込む。

(3)荷が積み込まれて荷重がなくなると，図･3

のように独自に考案したフックが，てんびん状に

移動してスリングロープを外す。スリングロープ

'はそのままにし，全部の荷にワイヤロープを掛け

て輸送する。

(4)チップ｡工場では，パーカーに給材のリフト車

が1荷ずつすくい上げたところでスリングロープ

を外し，そのままパーカーに給材する。

〔効果〕①稼働率の低いトラック・クレ

ーンが排除できる，②荷と荷の間の空隙ロスは5

％程度で済み，輸送中の抜け木が皆無となる，③

チップ工場土場での材処理の手間が省け，リフト

車も小型で済むなど多くの利点がある。

しかし,①手持ちのl､ラック・クレーンがある

こと，②リモコンクレーン付トラックが高価で，

林業技術No.5"1989.3
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積載率も劣ること,③チップ工場土場に，従来方

法による原木受入れ体制が整っていること，④造

材手が荷造りを好まないことなどから，この方法

への転換には大きな決断が必要とされるようであ

る。

従前方法や固定的観念にとらわれず，改善の途

を模索している幟)藤沢商店の努力姿勢に深く敬

意を表したい。なお，荷掛けフックを自動的に外

す仕掛けは100％機能しているが，安全面での再

険証が必要なようにも思われ，また，スリングロ

ープ止め金具についても，今ひとつ簡便な方法が

ありそうに思われてならない。

事例5棚積み(荷造り)集材の条件と材長

パルプ材を，材長1.8～2.0mに造材後，伐木

造材手または集材手が集材作業と分離した形で事

前に一定の量に棚積み，または荷造り（スリング

ロープ巻き）を行い集材する方式は，西日本を中

心にかなり以前から広く行われるようになってき

ている。

しかし，東部や北部ではまだ十分に普及してい

ないため，伐出技術検討会では，その普及指針の

作成を意図して15事例についての調査を行った。

この結果，予想外の事実が明らかとなったのであ

る。

急斜地を除き，立木密度の高い小（1部に中）

径木林などでは，予想どおりこの方式は，従前の

全幹，全木集材などに比べて能率的(生産性が25

％向上の例あり）であって，歩止まりの向上，跡

地の更新費の減（20～30％減の例あり)，土場用

地が狭くて済むなどのほか，事例2，4などとの

組み合わせが可能になるなど，多くの利点が見ら

れる。

しかし西日本では，導入後の時日の経過ととも

にこの方式が固定化，慣習化し，棚積み作業が非

能率となる急斜地や中大径木疎林などでも，画一

的に行われている例が見られ，中には従前の全幹

集材に比べて生産性が30％低下,コストが40％以

上も掛かり増しになっていると推算されている例

もある。

一方，東北，北陸地方のパルプ材伐出では，か

林業技術No.5641989.3

っての薪生産で行われていた3尺(0.9m)造材

が今なお多く行われ（宮城県では約半数と報告さ

れている)，西日本方式の導入も遅れている。チ

ップ工場のパーカーやパケット車に3尺用のもの

があったことにもよるようであるが，早急な改善

が望まれる。

大昭和製紙(株)の紹介による宮城県伊具郡の例

では，材長を6尺(1.8m)に改めた林内作業車

による伐出コストは8,930円/㎡で，従前方法の

10,240円/㎡より13％も低減されている。この対

象林は30～35年生広葉樹林，面積12haで立木

本数18,240本，材積約1,200㎡，林地傾斜度10

～15.,林道までの距離500～1,000m,1荷の大

きさ0.72～1.00㎡･伐木造材から運材までの一

貫作業で,4tトラックによる1日2回の運材費

を含んでいる。

なお，棚積み（荷造り）集材の効果は，林地や

立木などの事情によって大きく異なるため，この

15事例だけでは適用指針を作成するまでに至っ

ていない。

おわりに

ここに紹介した改善例は，本誌新年号で述べた

北欧，北米の高能率機械などに比べれば，きわめ

てささやかなものばかりである。しかし，これら

高能率機械の導入にはなお多くの問題が残されて

おり，特に広葉樹については，その可能性は低

い。円高によって生じた国産広葉樹チップの輸入

品との大きな価格差も，輸入価格の上昇によって

かなり圧縮されてきている。

国内に一定の原料の安定供給基盤を確保するこ

との意義は大きく，それだけに，ささやかではあ

っても日ごろのコスト改善努力の積み上げが重要

となっている。

ここに紹介した例は，その余地が十分にあるこ

とを示すものであり，関係者のいっそうの努力は

もとより，読者諸氏からの示唆，提言など，ご支

援ご協力のほどを願いたい。

(もりもとたいじ．同淵鑑識麓務“）
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エキスパート･システムの

林業的利用の可能性

1．人工知能研究の歩み

数年来，書店の書棚に“人工知能''@iAI''6iエキスパ

ート・システム”などを書名に掲げた多くの啓蒙書が並

び，このごろでは，テレビのCMにまで人工知能という

言莱が見受けられるようになってきた。

人工知能という言葉には，未来の科学技術を暗示する

ような響きが感じられ，人々の興味を引いている。この

言葉は，英語のArtiaciallntenigence(AIと略記さ

れる）の訳語であり，一言でいえば「人間の論理的ある

いは知的な思考をコンピュータによって実現するシステ

ム」のことである。

初期の人工知能の研究は，人間の知的活動の根源は，

その優れた論理的思考にあるとの考えから，もっぱら論

理的な推論過程の再現が中心課題となり，比較的単純な

チェスなどのゲームが主な研究対象とされた。しかし，

可能な手の組合わせが天文学的数字となり，実際には思

索の域を出なかったようである。

1970年代になると，やや低迷を続けていた人工知能の

研究が再び活発化してきた。そのきっかけとなったの

は,DENDRALと名付けられたスタンフォード大学

(1969年）の人工知能の研究成果であった。DENDRAT,

は，コンピュータを利用して，質量分析計の出力である

スペクトル分布パターンから物質の化学椛造式を推定す

るシステムで，大学院学生と同じ程度の信頼性を持って

いるといわれている。

以後,DENDRALで示された人工知能システムの"専

門家の知識を蓄え，これに基づいて推論することによ

り，専門家と同等かそれ以上の結論を得る”とのアプロ

ーチは，知識をいかに表現し，利用するかの方向を示し

たもので，新しく知識工学という人工知能の応用分野が

発展し，実用を目指した知識型システム（エキスパー

ト・システム）の開発研究へとつながった。その代表的

なものとして，スタンフォード大学でU'1発された血液感

染症診断用のシステムMYCIN(1976年）が有名であ

る。日本でも1982年に，通産省にICOT(第5世代コ

ンピュータ技術開発職棚が発足し，これが契機となっ

てAI研究が各分野において活発に行われるようにな

り，現在に至っている。また，近年のパーソナルコンピ

ュータの性能向上とその目覚ましい普及，さらに優れた

人工知能向きの言語(LISP,Prolog系）が開発され，

AI研究が手軽に取り組める環境となってきた。一昨年

アメリカで開発されたエキスパート・システムは2,000

件近くにも達し，そのうちの半数はパーソナルコンピュ

ータ上で開発されているという。

本稿では人工知能の活用という，これまでとはやや趣

を異にするコンピュータの新しい利用法ともいえるエキ

スパート・システムを紹介し，あわせて林業技術への応

用の可能性を探ってみることにした。

2．エキスパート・システムとは

上述のDENDRALでは，その分野の専門家の知識，

特に明確に体系立っては整理されていないような経験的

知識を集合したものを用意しておき，与えられた問題に

応じ，その中から有用な知識を選択して問題を解決する

という手法が採られた。これはあたかも，その途の専門

家（エキスパート）が特定の問題を解決するときたどる

筋道に似ているところから，このような機能をコンピュ

ータに与えたものをエキスパート・システムと呼んでい

る。

エキスパート・システムは，人工知能の中でも最も実

用性の高い分野である。図･1に見られるように，この

システムの中枢部は，知識ベースと推論機構の2つの部

分から成っている。知識ベース(KnowlegeBase)に

は，コンピュータに活用させるために専門家から独得し

た知識（合理的な判断・経験・実験結果など）が，一定

の形式に従ってメモリー上に蓄積されている。もう一方

の推論機柵は，与えられた外部条件やデータを埜に，知

林業技術No.5641989.3
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風が吹くと，ほこりがたち，目に入る

ほこりが目に入ると，目が悪い人が増える
エキスパート・システム

ネズミが増えると，桶がネズミにかじられ

だめになる

桶がだめになると，桶の需要が増えて桶屋

がもうかる

のようになる。このプロダクションシステムに

"風が吹く”という事実が与えられると，まず，

上記の最上段のルールの条件部と一致する。こ

れをユニフィケーション(Unification)という。

一
一
殿
．
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一

一
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エ
ン
ジ
ン
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心
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亭
Ⅱ

専門家

●

推
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エ
ン
ジ
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－－-一一

知識

ペース 骨
E

知識
獲得

図･1専門家の知識と考え方の手順（推論方法）

を持つコンピュータシステム

識ベースにある知識を有効に使いながら問題を解決する

ための推論を行う部分である｡この機織は,推論結果を出

力するという意味で,推論エンジン(InferenceEngine)

と呼ばれている。

エキスパート・システムで知識をどのような形式で表

現するかは，もっとも基本的な問題であり，さまざまな

表現方法が提案されている。その中でも

「もし．．…･ならば……である」もしくは「IF･･…・

THEN……」

のように，条件部と結論部（行動部とも呼ばれる）から

成るプロダクションルール(ProductionRule:生成規

則）と呼ばれるものが，代表的なものである。例えば，

人間の体温について，「体温が37｡C以上ならば,病気で

ある」という知識は，

IF体温が37｡C以上THEN病気である

のように記述される。知識ベースは，対象分野に関する

専門的な知識を，多くのこのようなIFTHENルー

ルを用いて表現したものである。

推論エンジンは，上のような知識ベースの個々のルー

ルの中から，状況に適合するものを選択して，

IFATHENB

IFBTHENC

IFCTHEND

そこで直ちに，このルールの結論部の“ほこりが目に入

る”という情報が得られる。このような動作を，ユニフ

ィケーションができなくなるまで何度も実行することに

よって，最後に桶屋がもうかるとの結論が得られる。こ

のように，事実から結論を導く推論方式を前向き推論と

呼んでいる。これに対して｢なぜ桶屋がもうかるのか？」

の疑問に対しても，前向きの推論とは逆の順序をたどれ

ば，“風が吹く”という原因を突き止めることができる。

このような原因追及型の推論方式を，後I句き推論と呼ん

でいる。

以上のような推論も，実際にはストレートにゴールに

達するものはまれで，多くの試行錯誤が必要となる。推

論の過程におけるこのようなプロセスを探索と呼び，推

論は常にこの探索を伴って行われるのである。

3．エキスパート・システムの適用分野

エキスパート，システムの適用分野は，前述した

MYCINのように，医療診断がその草分けであるが，そ

の後の応用研究の進展に伴って，適用範囲は機械の故障

診断，自動機器の制御機械や材料設計，計画の立案な

どなど，およそ情報処理に関するあらゆる面に及びつつ

ある。これらのエキスパート・システムは，その基本的

な目的の面から解折ないし診断を目的にしたものと，総

合ないし設計を目的にした2つのタイプに大別されてい

る。

解析型システムには医療診断，故障診断，能力判定な

どのほかに，最近話題に上っている金融機関などによる

資金遮用相談のようなコンサルテイションなどが含まれ

る。このタイプのシステムは，あらかじめ予想されるい

くつかの結論が用意されていて，システムがその中から

確からしいものを選択するというプロセスをたどるもの

である。病気診断を例にとれば，風邪，気管支炎，肺炎

のように3段論法の連鎖の結果，結論を導く。知識工学

では，このような推論方式のエキスパート・システムを

プロダクションシステム(ProductionSystem)と呼ん

でいる。
おけ

例えば，「風が吹けば，桶屋がもうかる」をプロダク

ションルールで表現すると，

IF－シTHEN
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などいくつかの病名力結論として用意されており，これ

らの結論を導くためのルールが知識ベースを構成してい

る。このように推論が行われる範囲が明確に決められて

いるために，このタイプのシステムは比較的容易に櫛築

することができる。現在見られるエキスパート・システ

ムの大半はこの分析型であり，その中でも診断型のもの

が多いといわれている。

設計型システムには，機械類やコンピュータシステム

などの設計，各種の計画立案を支援するシステムなどが

挙げられている。このタイプのシステムは，与えられた

条件を満たす最適解を知識に基づいて推論を進め，結論

を得るタイプである。したがって，分析型のようにあら

かじめ結論を用意することができない。エンジンの設計

を例にとれば，はじめにエンジンが具備すべき条件と性

能が与えられ，システムはそれらの条件を満たしながら

望ましい性能のエンジンを設計するわけであるから，答

えは1つにとどまらず，いろいろな結果が出ることにな

る。また問題の性質から，診断型に比してはるかに多数

の選択肢の中から条件に適したものを選択して結論を出

すというプロセスとなる。このように，設計型のシステ

ムはあらかじめ結論が用意できないこと，推論空間が不

明瞭で推論過程が複雑になることなどのために，診断型

システムに比べて実現が困難といわれている。いまのと

ころ身近な例も見当たらないが，実用化されればその効

果が大きく，今後の発展に期待が寄せられているタイプ

のシステムである。

4．エキスパート・システムの林業への応用の可能性

一見ハイテクの象徴のような感じを抱かせるエキスパ

ート・システムではあるが，その実用化となると，まだ

ごく恵まれた環境にある先進的分野に限られている。ご

く最近，中国でX線写真のデータから病状の程度を推論

し，適切な治療法を与える塵肺症診断用のエキスパー

ト・システムが開発されたことが報じられている。この

システムでは500個のルールが用いられ,X線写真の不

確実なデータから症状が近似的に推論（ファジィ推論）

された。200件の症例に適応したところ,189件につい

て専門医師と同じ診断結果が得られたという（正答率

94.5％)。これは，もっとも実用的であると思われる医

療診断におけるエキスパーl､．システムの先進的な応用

研究例の1つで，実際に臨床の現場で日常的に使われる

のは，まだ先のようである。

ましてこのような現状にある人工知能のノウハウが，

多様な環境の中で展開される林業部門の技術面で有効に

27

表･1農業・農学分野における知鐡工学的手法の応用分野例

診断

予測

股計

計画

制御

検索

相談

教育

応 用 例

病害診断，土壌診断，栄養診断，経営診断，生育診断，

故障診断

収遼予測，病害被害予測，生育予測，気象予測
四

温室設計，農業機械設計，省エネルギー設計

作付計画，地域計画，生産計画，育種叶画，防除計画，

栽培計画

温室環境制御，農作業ロポッi､，用水・利水制御

知的情報検索，遺伝資源検索,.新技術検索

法律相談，営農相談

コンピュータ支援教育，自己の知識の体系化

古在ら（1987）より転掲

応用することができるかどうかは，すべて今後の検討に

待たなければ何ともいえないわけである。しかし，林業

は複雑で千差万別の自然物である森林を対象に営まれる

人間の行為であり，そこに用いられる技術には理論的に

定式化されたものよりも，地域の伝統的技術や経験，勘

といった非体系的な知識を基にしたものが多いであろ

う。また森林の諸現象を解析したり，ある判断を下す場

合でも，明確に数値や数式で示される判断基準よりも，

多くの可能性の中からヒューリスティック（発見的，す

なわち必ずしもうまくいくとは限らないが，多くの場合

うまくいくような）に判断を下す（例えば，間伐のとき

の選木）ようなことも林業技術の特徴といえよう。この

ような，明確に構造化できない問題を取り扱うのに適し

たエキスパート・システムは，本来そのような要素を多

分に抱えている林業分野に適している手法の1つとも考

えられる。

林業にもっとも近い農業分野でもエキスパート．シス

テムが注目されており，林業よりもひと足先にその応用

研究が進展して，農業機械の故障診断，1､マト病害診

断，温室栽培支援，農業機械の導入計画支援などのエキ

スパー1,．システムなどが開発されている(倉田,1988)。

しかし，これらもまだ実用化に向けて研究段階のものが

多いようである。農業におけるエキスパート．システム

の応用分野として,今後の可能性も含めて表・1のような

展望が提示されている。

一方林業関係では，1986年に開催されたmFROの世

界大会で,エキスパート･システムを応用した人工林の枝

打ちと間伐実行の支援システムが発表された。この発表

は，コンピュータの林業技術への先進的な利用法として

多くの研究者の注目を引いた｡また国内にあっても,昨年

の第99回日本林学会大会で初めて2件のエキスパート・

システムの林業技術への応用例が報告され，ようやくそ
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表･2林業・林学におけるエキスパート．システムの応用可能例

問題の性質

データの解釈

診断

制御

設計

予測

計画

相談

教青

応用例

樹幹解折，画像解況植生分類等

樹木名の判定，樹木の病気の判定，害虫防疫対策等

集材機等の各種磯械の自動運転，玉切機の自動制御等

林道の最適設計秋算，林道作業道の配澄，間伐設計等

成長予測，収穫予測，木材価格予測等

伐採や造林等の個別作業計画，施業計画，径営計画等

造林伐採等の作業技術相談,補助金相談,税務相談等

樹種判定法，各種作業の訓練等

スと，入力データにマッチした樹種を探索する推

論エンジンからなるプロダクションシステムであ

る。利用者はシステムからの質問にマウス操作で

回答する会話方式によって，対象樹木の検索を進

めることができる。最後に，システムから該当す

る候補樹種名がいくつか示される。その中からの

選択は，利用者の判断にゆだねられる。さらに，

検索された樹種の詳細な特徴と図版がCRTに示

される。
酒井（1988）

の応用研究が始動したところである。その1つの報告

で，エキスパート・システムの林業・林学への適用の可

能性が検討され，表･2が提示された。この表で見られ

るように，その可能性は林業技術のほとんど全般にわた

っている。すでに林学の関連研究会で実用的なエキスパ

ート・システムの開発プロジェクトも発足しており，ま

た研究環境の好転に伴って，今後エキスパート・システ

ムの実用化研究が急速に進むことが十分に予想される。

上で引用した3つのエキスパート・システムの林業分

野への応用研究例を，今後の可能性を探るための参考に

その概要を紹介しておく。

1）人工林の保育施業支援システム(Gadow,1986)

枝打ちと間伐の実行を支援する内容のシステムであ

る。枝打ちシステムでは，枝打ち後の樹冠長率と樹高と

の関係を定式化して，対象林分の枝打ちの適否を診断す

るようになっている。間伐システムでは，間伐後の目標

立木本数と，地位，林分樹高との関係を既存の間伐基準

から定式化してルールとして組み込んであり，間伐対象

林分のデータと比較されて適切な間伐方法が示される。

実用というよりも，アイデア提供を目的とした内容のも

のである。

2）搬出作業方法選択プロトタイプシステム（酒井，

1988）

与えられた搬出条件にもっとも適した搬出方法を9種

類の中から選択する診断型のシステムである。個々の搬

出方法の選択には，近似推論法（厳密ではないにして

も，ほぼ妥当な結論を得る）という方法が取り入れられ

ている。まだ試作的なものであるが，テスト，評価を繰

り返して，実用的システムを目指してスタートしたもの

と位置づけられている。

3）樹木名検索システム（小林ら，1988）

樹木名の検索に際して専門家によって提示されている

葉の形態的特徴による検索手順をルール化した知識ベー
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より転掲
6．おわりに

手もとにあるわずかな文献を頼りに，いま話題のエキ

スパート・システムを林業技術の面から展望してきた

が，当然乏しい内容となり，その効用を云々できるまで

には至らなかった。しかしここで感じられたことは，林

学分野での研究成果を専門家の知識に，林業の現場にお

ける技術を利用者に対応させてみると，エキスパート・

システムはとかくとだえがちな林学と林業技術との懸け

橋の役目を担うであろうということである。逆に有効な

エキスパート・システムの椛築は，そのような両者の接

近なしでは達成できないともいえるのではないだろう

か。（こぱやししようご・新潟大学腿学部教授）
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1．広葉樹の重要性

北海道における広葉樹の重要性は2つの点から

認められる。1つは資源的なウエイトが高いこと

であり，もう1つは価値の高い広葉樹が多いこと

である。

本多靜六博士の日本森林帯論によると，北海道

の森林は水平的には南西部が温帯林北部，その他

は寒帯林に区分されている。しかし現在では，大

部分が温帯林から亜寒帯林への移行帯に位置する

汎針広混交林帯に入れられている。ここの森林は

温帯性の広葉樹と亜寒帯性の針葉樹が微妙に混交

しているのが特徴である。海抜高が高い所には亜

寒帯林が分布するが，この中にも広葉樹が存在し

ている。本州などのほかの地域と異なり，北海道

の亜寒帯林はアクセスが容易であるので林業的に

は下部の森林と同様に重要である。

このようにして，北海道の広葉樹は森林の構成

要素としてそのウエイトが高い。北海道の森林面

積の64％は天然林,26％は人工林，10％はその他

となっているが，この天然林の中で針葉樹林は8

％にすぎず，62％が広葉樹林，30％が針広混交林

となっている。天然林の蓄積の67％は広葉樹によ

って占められている。

北海道の広葉樹には木材利用の面で針葉樹と比

べ価値の高いものが多い。原料材としてのみ使わ

れるものを除いて，普通に目につくものを並べる

とヤチダモ・アオダモ，ミズキ，ハリギリ，シナ

ノキ類，カエデ類，キハダ，イヌエンジュ，ホオ

ノキ，サクラ類，カツラ，ニレ類，ブナ，ナラ

類，カンパ類，アサダ，オニグルミ，ドロノキ

類など(属の順序は牧野植物図鑑による)がある。

これらの広葉樹は現在では資源量の関係もあっ

て，いずれも従来よりも付加価値の高い製品に加

工されている。そして製品は北海道内はもとより

広く国内で高く評価されているほか，外国にも輸

出されるものがある。

2．広葉樹の性質

広葉樹は針葉樹に比べて種類が多いだけではな

く，性質も多様である。これは広葉樹の有利な点

でもあるし不利な点でもある。広葉樹の性質は，

相互に関連はあるけれどもいちおう利用上の性質

と施業上の性質に分けることができる。広葉樹林

を何のために施業するかということで，利用上の

性質は施業の前提となるのである。

（1）利用上の性質

利用上の性質として，まず樹形に関する性質が

挙げられる。これは施業上の性質との関連がある

けれども，幹の通直性・真円性，枝の多少・太

細，不定枝の多少が重要である。次に材に関して

はその容積重，鋸断・鉋削・塗装・接着などの難

易に関する加工性，乾燥の難易，水分の吸脱に伴

う伸縮性，保存性，荷重による変形や破壊に関す

る強度が重要である。さらに環孔材か散孔材の

別，材色，諸欠点の有無などが重要である。

これらの諸性質は，現在では主な樹種について

いちおうは解明されている。しかし，これらの性

質の中には単木的に変化するものがあり，まだ-|‐

分にわかっているとはいえない。特に，どれだけ

が樹種内の遺伝子型によって変化し，どれだけが

環境によって変化するものであるかは施業上きわ
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広葉樹林の取扱い

その2 北海道の落葉広葉樹林
－どこまでわかってきたか,これからの検討課題は－
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めて重要であるけれども，残念ながら現在は十分

に解明されていないものが多い。広葉樹の場合は

利用上の材質の変化の態様が針葉樹の場合と著し

く異なるものがあるので注意が必要である。例え

ば，出現の原因および部位が反対となる「あて」

が挙げられる。また，年輪幅と材の堅さの関係も

その1つである。代表的な環孔材であるミズナラ

では，一般に利用上は年輪幅1～4nmlの材がよ

く，それ以下のものは軽軟にすぎ，それ以上のも

のは硬重にすぎるとされている。しかし，このよ

うな性質を表すヌカナラ，イシナラという用語が

年輪幅だけに関係するのか，または特定の遺伝子

型に関係するのかはまだわかっていない。

（2）施業上の性質

施業上の性質は利用上の性質に比べ，さらに多

様である。更新および増殖の出発点となるタネの

生産に関しては，親木の雌雄の別，開花またはタ

ネの豊凶程度と周期，タネのサイズ・形状・生存

期間・発芽条件。発芽率・抵抗性なども樹種によ

って異なる。発芽後における陽光，気温などの気

象因子に対する性質，土壌の水分・養分。土性な

ど土壊に対する性質，病虫害に対する抵抗性など

も樹種によって異なる。また，成長の早晩性，寿

命，直径および樹高のような伐期の因子となるサ

イズなどのほか，上述の利用上の性質の中で，施

業によって制御することが可能であると考えられ

るものも樹種によって異なる。

これらの性質も現在では利用上の性質ほどでは

ないにしてもかなり明らかになっている。例え

ば，タネに関するものなどはそうである。しか

し，アオダモの雌雄に関しては文献によって異な

っている。陽光に対する反応などについても主な

樹種についてはわかってきた。主な樹種の立地に

ついてもわかりつつある。しかし，これらは実験

的にすべてが確かめられたわけではなく，すでに

存在している森林についての観察・調査によって

得られたものも少なくない。利用上の性質とは異

なり施業上の性質は，単木間の変異を認識する段

階には至っていないが，例えばカンパの天然林と

かミズナラの播種実験の成績を見ると，かなり大
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きな形態的変異が観察できる。特にコナラ属に関

してはコナラ，ミズナラ，モンゴリナラ，カシワ

などの複雑な雑種の存在が知られており，それに

応じて施業上の性質も異なるのではないかと考え

られる。

また，北海道には古くから利用上の性質を表す

表現がある。ミズナラに関して述べたもののほか

に，シナノキ類に関するアカジナ・アオジナ，カ

ツラに関するヒガツラ・アオガツラ，ハリギリに

関するオニセン・ヌカセン，ウダイカンバに関す

るメジロカンバなどがある。これらが環境に基づ

くものであるか遺伝子型に基づくものであるか

は，まだ明らかではないけれども，後者であると

すれば，施業上の性質の変異も当然に考えられ

る。

広葉樹の性質については，上述のような単独の

性質のほかに，樹種間の相互作用についての性質

も考えなければならない。北海道では針広混交林

が多いことに加えて，さらに，広葉樹林自体が特

殊な環境または特殊な成因によるもののほかは混

交林となっている。長い進化の過程において，相

互関係に関する性質が生ずることは十分に考えら

れる。この研究は比較的新しく始められたもので

あるが，天然林における樹種の混交状態について

小さい木と小さい木，大きい木と小さい木，大き

い木と大きい木の関係，樹冠の交錯率における樹

種による差，広葉樹林と針広混交林において広葉

樹の2，3の形質に差があることなどがわかって

いる。しかし，このような現象が生ずる原因につ



いては今後の研究に残されている。

3．広葉樹林および広葉樹の施業

北海道においては，開拓の開始以来昭和20年代

の終わりまで長く天然林施業が続けられてきた

が，同29年の台風により大被害を受けた森林の

復旧作業を1つの契機として,同30年代に拡大造

林が大規模に開始された。北海道には現在約150

万haの人工林が存在するが，その大部分はこのよ

うにして造成されたものである。人工林の主体は

針葉樹であり，広葉樹林の面積は2.3％にすぎな

い。しかし現在では広葉樹は，人工林に発生する

森林被害，人工林施業における天然力の活用，多

様な森林施業の推進の一環としての天然林施業へ

の回帰など，いわば針葉樹人工林の反省として見

直されるようになり，さらに広葉樹資源の維持な

いしは増殖という積極的な意味でも取り上げられ

ている。このようにして，広葉樹林の施業ととも

に単木的な広葉樹施業もまた重要である。

広葉樹は,①針葉樹に比べて樹種および性質が

きわめて多様であること，②一般に伐期が高いこ

と,③原料材の生産を別とすれば，林分密度が低

く年平均の成長量が小さいこと，などの特徴を持

つため，大規模に施業を行うにあたってはその目

的を十分に吟味しておく必要がある。伐期の低い

針葉樹の施業においてもその変換は大仕事である

から，広葉樹についてはそういう事態が起こらな

いように，十分に配慮しなければならない。北海

道における広葉樹林および広葉樹の施業は，1代

限りの施業と持続的な施業に分けて考えることが

できる。

（1）1代限りの施業

これは，現に存在している広葉樹および広葉樹

林を施業の対象とするものであって，その次はど

うするかということは，必ずしも確定されていな

い施業である。このような施業として保残木施

業，人工林侵入広葉樹施業，山火再生林施業の3

つを代表として挙げることができる。

保残木施業は，拡大造林を行うにあたって利用

期に達していない有用広葉樹を保残し，植栽木と

ともに育成するものである。保残した広葉樹の中
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マカパの多い山火再生林

に不定枝が発生するものがあること，突然枯れる

ものがあることなどの問題があって試行錯誤の経

緯をたどったが，樹種・サイズ。残し方など現在

では施業はほぼ確立したものと考えられる。

地栫えにあたって火入れを行った所，下刈りに

あたって除草剤を使用した所，近くに豊富な母樹

があった所などでは，多数の広葉樹が侵入した造

林地が存在する。拡大造林の全盛期におけるよう

に，これら侵入広葉樹をすべて除伐の対象とする

ことなく，有用なものを植栽木とともに育成しよ

うとするのがこの施業である。施業そのものは推

進の段階に入っているが，なお残されている問題

も少なくないと考える。例えば，育成すべき侵入

木の樹種の問題侵入木の共存を許すべき植栽木

の状態の基準，除伐および間伐の方法，成長予測

の問題などがあり，これらはなお検討の必要があ

ると考えられる。

北海道に山火再生林がどのくらい現存している

かははっきりしないが，明治19年から昭和22年

の間に約148万haの山火事が発生したという統計

から，かなりの面積に達するだろうと考えられ

る。何年か前までは，この山火再生林も皆伐され

て針葉樹の人工林に変えられたのであるが，やは

り情勢の変化によって見直されている。

山火再生林の施業としては，次の3つに区分し

林業技術No.5641989.3
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て考えることができる。その1つは先に述べた保

残木施業である。2つ目は立木密度の低い部分に

針葉樹の苗木を植え込んで針広混交林を造成する

施業である。最後は広葉樹林として施業するもの

である。これらの施業への森林の区分は森林の現

況によるほか，さらに山火事が起きる前の森林の

構成がどうなっていたかを考慮する必要があると

考えるが，資料の不足もあって行われていない。

後の2つは実は深い関係がある。それは上述の広

葉樹の特徴の③によって,林地の利用度を高める

とすれば，広葉樹林の多くは，いずれは針葉樹の

苗木の植え込みが必要であると考えられるからで

ある。

針葉樹の苗木の植え込みの問題を別とすれば，

広葉樹林の施業の重要な問題として，伐期まで生

育させるたて木の選び方とたて木の保育の方法が

ある。これらについては施業方法の基準が作られ

るようになり，それに基づいて施業が行われてい

る。しかし，広葉樹林には純林が少なく混交林が

多いこと，現在1つの樹種とされているものにも

なお幾つかの遺伝的変異の存在が認められている

ことなどから，検討されなければならないことは

少なくない。

（2）永続的な施業

これは現在存在しているもののみならず，次代

以降のものをも考慮に入れた施業を意味する。北

海道における広葉樹の重要性から見て，施業は当

然この段階まで進める必要がある。永続的な施業

においても1代限り施業について上述した問題は

すべて重要であるが，さらに林分構造および更新

の問題が重要である。

北海道の優良な広葉樹材は，これまで天然林か

ら生産されてきた。そして天然林の林分の構造

は，人工林のそれに比べて著しく複雑である。こ

のような林分構造が優良な広葉樹材の持続的な大

量生産（以下単に「生産」で表す）にとって必要

な条件であるのか，偶然的な条件であるのかは重

要な問題であるとともに難しい問題である。すで

に広葉樹の性質に関して述べたような最近におけ

る知見から，前者である可能性が否定できない。

林業技術No.5641989.3

しかし，このような林分構造と立地条件の相関も

十分に考えられるところであり，なお検討を続け

なければならない問題である。従来，広葉樹の人

工林の成績は一般によくないといわれ，その原因

として植栽本数の問題が挙げられている。これに

も，林分構造と次に述べるタネの問題が関与して

いる可能性が考えられる。

広葉樹材の「生産」の前提となるものの1つは

更新である。人工更新において残されている大き

な問題の1つは，タネの遺伝的形質である。広葉

樹はタネを大量に収集することが難しいものが多

いので，採種がどうしてもタネをとりやすい母樹

に偏る傾向がある。

広葉樹の人工林の成績のよくない原因の1つ

は，遺伝的形質のよくない母樹に原因があるので

はないかと考えられる。天然更新においても，母

樹の遺伝的形質の問題は，きわめて重要である。

広葉樹林の施業としてよい木をたて木とし，た

て木の生育を制御するため副木を残すことが行わ

れているが，天然更新によって次代の林分を期待

するためには，これら副木についても形質の良好

なものを選ぶか，または副木が開花する以前に伐

採する必要がある。不良な形質が劣性である場合

は，表現型における不良木をたとえ潔癖に除去し

たとしても，その遺伝子はなかなかなくならない

のである。

広葉樹材の「生産」に関しては更新方法も重要

であるが，紙数も尽きたので省略しなければなら

ない。

4．むすび

北海道における広葉樹は，きわめて重要である

だけに，単に針葉樹に対する反動として扱うので

はなく，針葉樹以上に慎重に本格的に扱う必要が

ある。上述のように針葉樹に比べて残された問題

は少なくない。広葉樹林および広葉樹の施業を成

功させるためには，残された問題について研究の

基礎・応用・開発にたずさわる研究者，施業の実

行にあたる林業技術者の分担と連携のもとに，積

極的に取り組む必要がある。

(たぐちゆたか．森林総合研究所北海道支所／支所長）
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兵庫県立林業試験場研究報告

第34号

昭和63年3月

兵庫県立林業試験場

く研究報告＞

ロ空中写真を利用した山地崩壊危険

地の判定に関する研究(1)一西播

磨の流紋岩地帯での一例

く研究資料＞

口昭和61年12月に佐用郡内で発生

した冠雪害

ロシカの被害防除に関する試験(Ⅳ）

－シカの食餌植物とそのし好性

肢術眉廟
※ここに紹介する資料は市販されてい

ないものです。必要な方は発行所へ頒

布方を依頼するか，頒布先でご覧下さ

るようお願いいたし巖す｡llllllllllil
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愛媛県林業試験場研究報告

第11号

昭和63年3月

愛媛県林業試験場

口松くい虫被害跡地におけるヒノキ

の生長澗査

ロヒノキ採種園における種子生産技

術の確立試験

口林地除草剤の減量散布試験

＜論文＞

口地域林業組織化モデルに関する研

究

口島根県産精英樹の特性(Ⅱ)－ヒ

ノキ精英樹クローンのさし水発根性

口針葉樹苗ペスタロチア病の薬剤防

除試験

口天敵糸状菌と新薬剤による根切虫

被害防除試験

口松くい虫被害軽害休における誘引

剤によるマツノマダラカミキリ誘殺

例

ロアスファルト乳剤によるオキノウ

サギ被害回避試験

ロスギ小径丸太・タイコ材の曲げ強

度試験

九州大学農学部演習林報告

第58号

昭和63年3月

九州大学農学部附属演習林

口列状間伐による複層林の形成に関

する研究

ロスギ巣植林の生長(Ⅱ）（英文）

口簡易低空写真システムによる林地

計測法の研究

口材質育種に向けてのスギ品種の年

輪椛造

口広葉撒材の組織・構造と空気透過

性

ロ広葉樹材の比重および組織・構造

が電気伝導に与える影響

石川県林業試験場研究報告

No.18

昭和63年3月

石川県林業試験場

ロスギ苗木の間引きによる密度調整

が生長におよぼす影響について

口堆肥製造に関する研究（第2報）

エノキ廃床の堆肥化について一微

生物系発酵促進剤およびCa(OH)2,

CaCO8の効果

ロスギアテの材質

口野生ナメコ菌の原木栽培における

発生型と栽培環境について

富山県林業技術センター研究報

告No.1

昭和63年3月

富山県林業技術センター

＜研究報告＞

ロポカスギの幹折れに要する冠雪荷

重

ロスギカミキリの卵および若齢幼虫

の樹内分布に関する若干の知見

ロポカスギ人工林の生産力

ロ利賀検定林10年間の生長につい

て

口林木の冠雪害に関する樹木力学的

研究（第3報）－強度的性質の樹

幹内分布

口建築用木質ボード類の耐朽性向上

に関する研究（第2報）－小片前

処理削片板における各種低毒性防腐

剤の効力比較

口原木形状の自動儲|･測(鮒1報)－

画像処理による木口面の寸法計測

林業試験研究報告第7号

昭和63年3月

東京都農業試験場林業分場

口高海抜地に植栽された75年生ヒ

ノキ林の林分構造と生長経過

ロシイタケ品種選抜試験

口収益を考慮した間伐方法について

の一考察

口狩猟による捕獲鳥獣分布図

岐阜県林業センター研究報告

第16号

昭和63年3月

岐阜県林業センター

ロスギ梢英樹交配種の遺伝様式に関

する研究

口枝打ち効率の向上について

口林床植生の変化(1)－揖斐郡谷

汲村岐礼

ロスギカミキリの薬剤防除に関する

研究

口木材乾燥室の熱効率向上に関する

研究

島根県林業技術センター研究報

告第39号

昭和63年3月

島根県林業技術センター

林業技術No.5641989．3
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い
現
場
で
働
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
仕
事
を
次
々

に
追
っ
て
、
飯
場
を
流
れ
歩
き
、
家
庭
を
持
つ
機
会
も
な

い
ま
ま
に
老
境
を
迎
え
る
者
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。

翻
っ
て
戦
後
の
わ
が
国
の
土
木
建
設
に
、
朝
鮮
人
の
貢

献
す
る
と
こ
ろ
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
に
わ
が
国

の
農
山
漁
村
の
貧
し
い
階
層
の
人
々
も
加
わ
っ
て
い
た
。

彼
ら
の
絶
え
ざ
る
肉
体
的
消
耗
に
よ
っ
て
、
日
本
の
戦
後

の
復
興
と
、
そ
れ
に
続
く
経
済
の
高
度
成
長
の
中
で
の
国

土
開
発
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
Ｏ
だ
が
、
朝
鮮
人
た
ち
が
現
場
の
主
力
と
し
て
活
躍
し
た(画・筆者）

の
も
、
昭
和
四
十
年
ご
ろ
が
最
後
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
世

代
は
も
う
肉
体
労
働
者
と
し
て
年
齢
の
限
界
を
迎
え
て
い

た
。
一
方
三
十
年
代
に
は
、
半
島
の
分
断
さ
れ
た
国
で
あ

る
朝
鮮
と
騨
国
の
ど
ち
ら
へ
も
、
自
分
の
選
択
で
帰
国
で

き
る
道
が
開
か
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
東
ノ
川
の
飯
場
で
も
、

ま
も
な
く
国
へ
帰
る
の
だ
、
と
い
う
話
を
、
私
も
聞
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
た
ぶ
ん
、
日
本
に
生
活
の
基
雛
を
持
た

な
い
流
浪
の
労
働
者
た
ち
の
多
く
は
、
老
い
先
の
心
細
さ

に
せ
か
さ
れ
て
祖
国
へ
の
海
を
渡
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
せ

め
て
も
の
彼
ら
に
安
ら
か
な
晩
年
を
と
、
私
は
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

現
在
、
在
日
の
朝
鮮
・
韓
国
人
の
ほ
と
ん
ど
は
街
に
住

み
、
農
山
漁
村
に
お
い
て
は
め
っ
た
に
姿
を
見
な
い
。

津
本
貞
代
さ
ん
の
こ
と
も
、
私
は
と
き
ど
き
懐
か
し
く

思
い
出
す
。
彼
女
は
そ
の
夏
の
七
月
二
十
一
日
に
、
夫
や

子
供
た
ち
と
と
も
に
、
開
拓
移
民
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡

る
べ
く
、
村
を
出
て
行
っ
た
。

ま
だ
若
く
て
美
人
で
、
力
も
強
く
て
は
つ
ら
つ
と
し
て

い
た
津
本
さ
ん
は
、
い
わ
ば
現
場
の
花
で
あ
っ
た
。
若
い

男
た
ち
は
な
に
か
と
寄
っ
て
行
き
、
ふ
ざ
け
て
抱
き
つ
い

た
り
す
る
者
も
い
た
。
彼
女
も
そ
ん
な
こ
と
は
平
気
で
、
む

し
ろ
楽
し
そ
う
に
男
た
ち
と
た
わ
む
れ
て
い
た
も
の
だ
。

だ
か
ら
、
津
本
さ
ん
が
い
な
く
な
る
と
、
現
場
は
寂
し

く
な
っ
た
。
初
老
の
朝
鮮
人
た
ち
で
さ
え
彼
女
の
こ
と
を

話
題
に
し
て
、
も
う
二
度
と
日
本
へ
は
帰
れ
な
い
だ
ろ

う
、
と
か
、
何
も
知
ら
な
い
子
供
た
ち
が
か
わ
い
そ
う

だ
、
な
ど
と
同
精
し
た
も
の
で
あ
る
。

だ
が
津
本
さ
ん
は
、
そ
の
日
暮
ら
し
の
土
木
の
日
傭
い

か
ら
足
を
洗
っ
て
、
〃
広
い
農
場
の
経
営
者
に
な
る
″
と

い
う
希
望
を
抱
い
て
、
遠
い
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
っ
た
の
で
あ

る
。
は
た
し
て
夢
を
か
な
え
た
も
の
か
ど
う
か
、
彼
女
の

消
息
に
つ
い
て
、
私
は
知
る
よ
し
も
な
い
け
れ
ど
も
。

神
江
建
設
の
江
村
社
長
は
、
あ
れ
か
ら
ま
も
な
く
亡
く

な
っ
た
と
聞
い
た
。
大
柄
の
い
か
つ
い
容
貌
で
、
い
か
に

も
た
た
き
上
げ
の
土
建
屋
ら
し
い
迫
力
の
あ
る
人
物
に
し

て
は
、
そ
の
死
は
い
か
に
も
あ
っ
け
な
か
っ
た
。
よ
く
あ

る
工
事
場
の
事
故
に
で
も
巻
き
込
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

現
場
監
督
の
堀
内
敬
三
さ
ん
は
、
会
社
を
辞
め
て
郷
里

の
宮
崎
県
へ
帰
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
数
年
前
に
東
ノ
川
の

山
祭
り
を
テ
レ
ビ
が
取
材
し
て
、
放
映
し
た
と
き
の
こ

と
、
そ
れ
で
私
の
姿
を
見
た
と
い
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
電
話

を
く
れ
た
。

お
も
え
ば
東
ノ
川
の
林
道
工
事
は
き
わ
め
て
荒
々
し
い

も
の
だ
っ
た
。
特
に
切
取
り
に
は
強
力
な
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い
た
。
そ
う
し
て
爆
破
し
た
岩
や

土
は
そ
の
ま
ま
谷
川
へ
落
と
し
て
、
渓
谷
を
埋
め
て
し
ま

っ
た
。ま
た
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
散
っ
た
岩
の
破
片
は
、
周
り
の

木
を
な
ぎ
倒
し
、
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
林
を
傷
つ
け

て
、
さ
な
が
ら
戦
場
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

だ
が
、
自
然
の
回
復
力
は
偉
大
で
あ
る
。
現
在
で
は
ど

こ
も
健
や
か
な
林
が
よ
み
が
え
っ
て
い
る
。
さ
す
が
に
渓

谷
は
み
す
ぼ
ら
し
く
な
っ
た
も
の
か
、
元
ど
お
り
に
澄
ん

だ
水
が
流
れ
て
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。

切
り
取
ら
れ
て
あ
ら
わ
に
な
っ
た
道
ば
た
の
岩
壁
に

も
、
い
つ
の
ま
に
か
苔
が
生
え
、
わ
ず
か
な
が
ら
木
や
草

も
根
を
下
し
た
。

長
い
間
の
ご
愛
読
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

林業技術No.56419893
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お
わ
り
に

東
ノ
川
の
林
道
は
、
昭
和
四
十
三
年
ご
ろ
ま
で
に
流
域

の
最
奥
地
ま
で
、
約
十
キ
ロ
を
完
成
し
た
。
こ
の
記
録

（
後
半
は
割
愛
）
を
メ
モ
し
た
三
十
八
年
よ
り
、
五
年
間

を
費
や
し
た
わ
け
で
あ
る
。

ば
て
な
し

さ
ら
に
、
そ
の
後
も
北
の
果
無
山
脈
を
越
え
て
、
広
域

基
幹
林
道
が
建
設
さ
れ
、
紀
伊
山
地
の
西
南
部
を
縦
貫
し

て
、
東
ノ
川
林
道
に
つ
な
が
っ
た
。

私
が
東
ノ
川
の
工
事
現
場
に
い
た
の
は
、
わ
ず
か
に
一

夏
だ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
後
も
二
年
近
く
造
林
に
従

事
し
、
ま
た
現
在
で
は
こ
こ
を
通
っ
て
果
無
山
脈
へ
登
山

を
し
た
り
、
近
隣
の
町
村
へ
出
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
山
で
働
く
人
々
に
と
っ
て
は
、
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
幹
線
道
路
と
な
”
て
い
る
。

こ
こ
を
通
る
た
び
に
、
私
は
か
つ
て
の
建
設
工
事
の
様

を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
浮
か
べ
る
。

忘
れ
ら
れ
な
い
光
景
の
一
つ
に
、
飯
場
小
屋
が
あ
る
。

そ
れ
は
道
路
と
谷
川
に
挟
ま
れ
た
、
ほ
ん
の
狭
い
敷
地
に

建
て
ら
れ
て
い
た
。
土
木
工
事
の
現
場
に
よ
く
見
ら
れ
る

プ
レ
ハ
ブ
で
は
な
く
、
昔
な
が
ら
の
手
づ
く
り
の
掘
っ
立

て
小
屋
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
傾
い
て
い
ま
に
も
谷
川
へ
ず

山
峡
の
電
八
最
終
回
Ｖ

東
ノ
川
ｌ
林
道
工
事
現
場
の
記
録
㈲

字
江
敏
勝

り
落
ち
そ
う
に
な
り
、
棟
木
や
柱
に
ワ
イ
ヤ
ー
を
巻
い

て
、
山
手
の
ほ
う
の
木
の
幹
に
く
く
り
つ
け
て
い
た
。

私
は
始
め
の
う
ち
こ
そ
、
里
の
家
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
の
荷

台
に
乗
せ
ら
れ
て
通
勤
し
た
が
、
独
身
者
の
気
楽
さ
か

ら
、
後
に
は
飯
場
で
泊
ま
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。

飯
場
の
中
は
混
と
ん
と
し
た
臭
気
が
立
ち
こ
め
て
い

た
。
朝
鮮
人
た
ち
の
好
む
ニ
ン
ニ
ク
の
に
お
い
、
ま
た
汗

の
に
お
い
、
さ
ら
に
近
く
の
露
天
の
便
所
に
う
ず
高
く
た

ま
っ
た
糞
尿
の
そ
れ
な
ど
で
あ
る
。

飯
場
に
は
会
社
か
ら
あ
て
が
わ
れ
た
布
団
が
あ
っ
た

が
、
敷
布
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
つ
け
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ま
で

だ
れ
が
寝
た
も
の
と
も
わ
か
ら
ず
、
汚
れ
て
い
て
臭
か
っ

た
。
枕
は
な
か
っ
た
の
で
、
工
事
用
の
角
材
を
短
く
切
っ

て
使
っ
て
い
た
。
そ
の
木
の
枕
を
並
べ
て
、
日
に
焼
け
て

深
い
し
わ
を
刻
ん
だ
顔
の
朝
鮮
人
た
ち
と
も
い
っ
し
ょ
に

寝
た
の
で
あ
る
。
朝
に
な
る
と
、
布
団
を
巻
き
上
げ
て
、

壁
の
ほ
う
へ
押
し
や
っ
た
。

９
．

食
堂
も
同
じ
飯
場
の
中
だ
っ
た
。
土
間
に
な
っ
て
い

て
、
や
は
り
工
事
用
の
板
で
こ
し
ら
え
た
、
細
長
い
テ
ー

ブ
ル
が
置
か
れ
て
い
た
。
だ
が
、
椅
子
は
な
く
て
立
食
い

で
あ
る
。
し
か
も
狭
く
て
陰
気
な
の
で
、
大
き
な
ど
ん
ぷ

り
に
飯
を
入
れ
る
と
外
に
出
て
、
石
や
板
切
れ
に
座
っ
て

食
う
者
も
い
た
。

し
か
し
食
う
も
の
は
、
飯
も
汁
も
辛
子
と
ニ
ン
ニ
ク
を

た
っ
ぷ
り
入
れ
た
煮
物
も
う
ま
か
っ
た
。
な
か
で
も
忘
れ

ら
れ
な
い
の
は
、
し
ば
し
ば
ト
ン
チ
ャ
ン
（
臓
物
肉
）
を

食
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
日
は
、

も
う
午
後
あ
た
り
か
ら
、
期
待
で
み
ん
な
そ
わ
そ
わ
し
て

い
た
。
「
お
い
、
今
夜
は
ト
ン
チ
ャ
ン
が
食
え
る
ぞ
」
と
、

働
き
な
が
ら
互
い
に
さ
さ
や
き
あ
っ
た
も
の
だ
。

ト
ン
チ
ャ
ン
は
石
油
を
入
れ
る
あ
き
缶
で
焼
い
た
。
四

角
い
一
斗
缶
に
釘
で
た
く
さ
ん
の
空
気
穴
を
開
け
て
、
横

に
し
て
、
中
で
薪
を
た
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
熱
く
な
っ

た
ブ
リ
キ
の
上
で
ト
ン
チ
ャ
ン
を
焼
い
た
。
そ
れ
が
こ
た

え
ら
れ
な
い
ほ
ど
う
ま
か
っ
た
の
は
、
日
常
ろ
く
な
も
の

を
食
っ
て
い
な
か
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
朝
鮮
人
の

中
に
タ
レ
を
上
手
に
作
る
者
が
い
た
お
か
げ
で
も
あ
る
。

い
ま
、
街
で
焼
肉
屋
を
何
軒
ま
わ
っ
て
も
、
あ
の
飯
場
の

味
に
及
ぶ
も
の
に
は
出
会
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
朝
鮮
（
ま
た
は
韓
国
）
人
た
ち
の
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
、
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

飯
場
に
住
ん
で
い
た
朝
鮮
人
は
七
、
八
名
で
、
み
ん
な

四
十
代
以
上
の
男
た
ち
だ
っ
た
。
彼
ら
は
先
の
大
戦
中
に

若
く
し
て
日
本
へ
渡
っ
て
来
た
世
代
で
あ
っ
た
。
多
く
は

強
制
的
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
金
村
」

な
ど
と
名
字
を
日
本
風
に
も
じ
り
、
話
す
言
葉
も
不
自
由

で
、
聞
き
づ
ら
い
も
の
だ
っ
た
。

彼
ら
は
肉
体
労
働
者
と
し
て
生
き
る
よ
り
ほ
か
に
方
法

の
な
い
人
々
で
あ
っ
た
。
炭
鉱
や
、
ダ
ム
や
道
路
の
建
設

に
か
か
わ
っ
て
、
も
っ
と
も
労
働
が
厳
し
く
て
危
険
の
多
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箒スギ(2) ニコン501o35～70ミリズーム(70ミリ)。トライX(撮影昭和64年1月2日）

〔箒スギ(1)，(2)〕

所在神奈川県足柄上郡山北町三保瀞沢
交通小田急線，新松田駅から西丹沢行バスある

いはタクシー

特徴目通り周囲10.5m・根元12.5m・樹高
44m･樹齢約200()年。国指定天然記念物

思
う
に
私
の
古
樹
巡
礼
は
、
幼
い
こ
ろ
の
寺
と
神
社
の

境
内
を
覆
っ
て
い
た
巨
樹
と
の
触
れ
合
い
か
ら
始
ま
り
、

後
年
、
森
林
・
林
業
の
仕
事
に
桃
わ
る
う
ち
、
サ
ケ
が
生

ま
れ
故
郷
の
川
に
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
に
、
生
ま
れ
育
っ
た

故
郷
の
自
然
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ご
愛
謎
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
台
風
六
号
の
豪
雨
に
よ
り
、
民
家
十
五

戸
が
流
さ
れ
こ
の
集
落
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
が
、

本
樹
下
に
近
い
二
戸
だ
け
が
残
っ
た
、
と
の
新
聞
糀
道
を

見
て
、
八
月
二
十
日
取
る
も
の
も
と
り
あ
え
ず
、
カ
メ
ラ

機
材
を
肩
に
飛
び
出
し
た
。
私
の
巨
樹
取
材
を
聞
き
つ
け

て
、
こ
の
こ
ろ
た
ま
た
ま
接
触
し
て
い
た
朝
日
新
聞
社
の

記
者
君
も
同
行
し
、
『
週
刊
朝
日
』
の
数
ぺ
ｌ
ジ
を
割
い

て
、
こ
の
御
神
木
の
こ
と
を
報
道
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
の
現
況
は
写
真
に
見
る
よ
う
に
さ
ん
た
ん
た
る
も

の
で
あ
る
が
、
箒
ス
ギ
と
そ
の
樹
下
の
民
家
二
軒
だ
け
は

厳
然
と
し
て
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

あ
れ
か
ら
十
数
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う

に
復
旧
し
た
の
か
。
ま
た
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
民
家
は
、

そ
し
て
「
箒
ス
ギ
」
は
：
。
：
・
・

昨
年
の
聯
れ
か
ら
正
月
に
か
け
て
、
私
た
ち
夫
婦
は

「
嵩
士
箱
根
ラ
ン
ド
」
で
過
ご
し
た
が
、
明
け
て
二
日
、

快
附
に
恵
ま
れ
た
の
を
幸
い
に
、
小
田
急
線
新
松
田
駅
か

ら
タ
ク
シ
ー
を
飛
ば
し
て
現
地
に
向
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

山
腹
に
は
ま
だ
当
時
の
傷
跡
が
残
っ
て
い
た
が
、
下
方

は
山
腹
工
事
も
施
行
さ
れ
、
新
し
い
民
家
が
軒
を
連
ね
て

い
た
し
、
箒
ス
ギ
に
い
た
っ
て
は
以
前
と
変
わ
る
こ
と
な

く
、
黒
々
と
青
空
に
枝
葉
を
張
っ
て
い
た
。
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八
最
終
回
Ｖ

私
の
古
樹
巡
礼

箒
ス
ギ
①

マ
ミ
ャ
プ
レ
ス
六
×
九
。
八
十
五
ミ
リ
レ
ン
ズ
。
ト
ラ
イ
Ｘ
（
撮
影
昭
和
四
十
七
年
八
月
二
十
日
）

写
真
・
文

八
木
下
弘

ほ
う
き

沁
箒
ス
ギ
ー
民
家
の
流
失
を
守
っ
た
神
ス
ギ

本
誌
に
「
私
の
古
樹
巡
礼
」
を
掲
載
し
て
か
ら
早
く
も

三
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
最
初
は
一
年
間
の
約
束
だ
っ
た

が
、
気
が
つ
い
て
み
た
ら
三
年
も
あ
か
ず
に
書
き
続
け
て

い
た
。
こ
の
間
、
本
誌
『
林
業
技
術
』
の
愛
読
者
の
皆
さ

ん
か
ら
、
ど
ん
な
に
励
ま
し
の
言
菜
を
ち
ょ
う
だ
い
し
た

こ
と
や
ら
．
；
：
．
。

つ
た
な
い
文
章
を
書
き
続
け
た
の
も
、
そ
う
い
う
こ
と

が
あ
っ
た
か
ら
と
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

さ
て
、
本
稿
が
最
後
か
と
思
う
と
さ
す
が
に
胸
中
を
去

来
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
最
後
を
何
で
締
め
く
く
ろ
う
か

と
。
私
は
時
折
り
写
真
の
個
展
を
開
い
て
き
た
が
、
昨
年

は
念
願
の
「
日
本
の
巨
樹
」
を
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
の

か
い
ば
ら

コ
ニ
カ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
ま
た
兵
庫
県
の
柏
原
町
で
他
さ

れ
た
「
巨
木
を
語
ろ
う
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
会
場
、
今

年
に
入
っ
て
秋
田
県
立
美
術
館
、
そ
し
て
私
の
生
ま
れ
た

郷
里
秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
役
場
で
個
展
を
催
し

た
。
ど
の
会
場
で
も
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。
特
に
東
京

会
場
で
は
若
い
女
性
た
ち
の
注
目
を
浴
び
た
の
は
驚
き
で

あ
り
、
大
き
な
収
独
で
も
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

日
本
人
の
自
然
に
対
す
る
歓
心
、
あ
る
い
は
反
省
が
戻

り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
、
三
十
年

間
、
日
本
各
地
を
駆
け
ず
り
回
っ
た
私
の
仕
事
も
、
少
し

は
お
役
に
立
っ
た
か
な
と
秘
か
に
自
分
の
心
を
な
ぐ
さ
め

て
い
る
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
本
号
の
「
私
の
古
樹
巡
礼
」
を
ど
こ
の
、
何
樹

で
飾
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
う
ち
、
よ
し
、
あ
れ
を
も
う

一
度
取
材
し
よ
う
と
心
に
決
め
た
の
が
、
「
箒
ス
ギ
」
（
神

奈
川
県
・
山
北
町
）
で
あ
っ
た
。
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－~炉

ナツグミ

飯沼慾斎..『草本図説』
ず

形
態
・
分
布
な
ど
グ
ミ
の
仲
間
は
ア
ジ
ア
に
多
く
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
南
部
、
北
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
約
六
十
種
が
分

布
し
て
い
る
。
こ
の
類
を
総
称
し
て
一
般
に
は
グ
ミ
と

呼
ん
で
お
り
、
暖
帯
に
分
布
す
る
常
緑
性
の
も
の
と
暖

帯
か
ら
温
帯
に
分
布
す
る
落
葉
性
の
種
類
と
が
あ
る
。

日
本
に
生
え
る
常
緑
性
の
ナ
ワ
シ
ロ
グ
ミ
、
マ
ル
バ
グ

ミ
、
ツ
ル
グ
ミ
な
ど
は
、
十
～
十
一
月
ご
ろ
に
花
が
咲

き
、
翌
年
の
五
月
ご
ろ
に
果
実
が
赤
く
熟
し
て
く
る
。
ま
た
、

落
葉
性
の
ナ
ッ
グ
ミ
、
ア
キ
グ
ミ
な
ど
は
、
四
～
五
月

ご
ろ
に
花
が
咲
き
、
ナ
ッ
グ
ミ
は
六
月
ご
ろ
、
長
さ

二
・
五
～
五
セ
ン
チ
の
柄
の
先
に
下
垂
し
た
広
楕
円
形

の
果
実
が
赤
く
熟
し
、
ア
キ
グ
ミ
は
九
～
十
月
に
、
ほ

ぼ
球
形
の
果
実
が
赤
く
熟
し
、
枝
に
か
た
ま
っ
て
つ
く
。

グ
ミ
類
の
葉
や
花
に
は
灰
白
色
や
褐
色
の
星
状
鱗

片
が
あ
り
、
果
実
の
表
面
に
も
あ
っ
て
、
こ
の
類
を

特
徴
づ
け
て
い
る
。
花
に
花
弁
が
な
い
。
が
く
は
筒

形
で
先
が
四
裂
し
て
、
下
部
は
子
房
の
と
こ
ろ
で
く

び
れ
て
い
る
。
膨
ら
ん
だ
部
分
は
花
托
で
あ
っ
て
、
内

側
の
子
房
と
合
着
し
て
い
る
。
花
後
に
こ
の
部
分
が

肉
質
の
核
果
状
に
な
り
、
と
き
ど
き
、
頂
端
に
細
い

が
く
筒
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
グ
ミ
の
果
実
は

ナ
シ
や
リ
ン
ゴ
と
同
じ
よ
う
に
偽
果
で
あ
っ
て
、
花

托
の
部
分
は
外
層
が
肉
質
に
な
り
、
内
層
が
か
た
い

木
質
に
な
っ
て
い
る
。
我
々
は
こ
の
花
托
の
部
分
を

食
べ
て
い
る
わ
け
で
、
本
当
の
果
実
は
か
た
い
木
質

の
核
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
か
た
く
て
光
沢
の
あ
る

種
子
は
薄
い
果
皮
に
包
ま
れ
て
い
る
。
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私
の
幼
時
、
郷
里
の
三
河
で
は
、
「
は
や
て
」
と

称
す
る
子
供
の
病
気
が
は
や
り
、
多
く
の
親
が
、
こ

の
「
は
や
て
」
で
愛
児
を
失
っ
た
。
今
い
う
疫
痢
で

あ
る
。
当
時
グ
ミ
の
実
を
食
べ
る
と
「
は
や
て
」
に

か
か
る
と
い
う
の
で
、
祖
母
か
ら
厳
重
に
戒
め
ら
れ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
が
き
大
将
の
友
だ
ち
に

誘
わ
れ
て
、
禁
断
の
木
の
実
を
口
に
し
た
こ
と
も
一

再
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
今
で
も
赤
く
熟
し
た
グ

ミ
の
実
を
見
る
と
、
ほ
の
か
な
罪
の
意
識
が
よ
み
が

え
っ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
に
子
供
た
ち
が
好
ん
で
食
べ
る
の
は
多

く
は
ナ
ッ
グ
ミ
や
ア
キ
グ
ミ
で
、
ナ
ッ
グ
ミ
は
夏
実

り
、
果
実
も
大
き
く
、
ヤ
マ
グ
ミ
・
サ
ッ
キ
グ
ミ
な

ど
の
異
名
が
あ
る
。
ア
キ
グ
ミ
は
ナ
ッ
グ
ミ
と
花
期

は
同
じ
だ
が
、
秋
の
落
葉
期
に
実
り
、
河
原
に
多
い

の
で
カ
ワ
ラ
グ
ミ
、
秋
遅
く
ま
で
実
を
つ
け
る
の
で

フ
ュ
グ
ミ
の
名
も
あ
る
。
ほ
か
に
、
苗
代
を
作
る
こ

ろ
に
実
が
熟
す
る
ナ
ワ
シ
ロ
グ
ミ
、
海
岸
に
多
い
マ

ル
バ
グ
ミ
（
オ
オ
バ
グ
ミ
）
、
山
地
に
生
ず
る
蕊
性

の
ツ
ル
グ
ミ
な
ど
が
あ
る
。
『
大
和
本
草
』
に
は
、

木
の
名
の
由
来

12

グ

、
一
一

ツ
ル
グ
ミ
の
異
名
と
し
て
ヒ
グ
ミ
を
挙
げ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
葉
の
裏
が
、
ほ
か
の
グ
ミ
で
は
銀
白
色
で

あ
る
の
に
対
し
、
ツ
ル
グ
ミ
の
場
合
は
赤
褐
色
だ
か

ひ

ら
、
「
緋
ぐ
み
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

わ
み
よ
う
し
よ
う

グ
ミ
は
、
『
和
名
抄
』
に
「
胡
頽
子
和
名
久
美

一
名
毛
呂
奈
里
本
朝
式
用
二
諸
生
子
三
字
一
」
と
あ

る
よ
う
に
、
古
く
は
清
音
で
ク
ミ
と
称
し
た
。
お
そ

よ
し
彰

ら
く
、
山
田
孝
雄
博
士
の
い
う
よ
う
に
、
こ
の
ク
ミ

の
連
濁
音
が
独
立
し
て
グ
ミ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
『
牧
野
新
植
物
図
鑑
』
に
あ
る

よ
う
に
、
「
グ
ミ
は
グ
イ
ミ
の
転
訓
で
、
グ
イ
す
な
わ

ち
刺
の
多
い
木
に
食
用
の
実
が
な
る
か
ら
だ
ろ
う
」

と
い
っ
た
推
定
は
成
り
立
た
な
い
。

ほ
か
に
グ
ミ
の
語
源
に
は
、
「
コ
ミ
（
小
子
）
の

義
」
言
古
今
要
覧
稿
こ
と
か
、
「
キ
ミ
（
黄
実
）
の

転
」
言
大
言
海
』
）
な
ど
の
説
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
説
も
、
な
ん
と
な
く
不
自
然
で
、
信
ず
る
気
に
な

れ
な
い
。
そ
こ
で
私
が
思
う
に
は
、
ク
ミ
の
語
源

く
く
み

は
、
「
含
む
実
」
で
、
こ
れ
が
「
く
く
み
」
と
な
り
、

さ
ら
に
詰
ま
っ
て
「
く
み
」
と
な
っ
た
も
の
で
は
な

深
津
正

小
林
義
雄

か
ろ
う
か
。
グ
ミ
の
実
を
口
に
含
み
、
こ
れ
を
か

み
、
液
汁
を
飲
み
込
ん
だ
う
え
、
皮
を
吐
き
出
す
の

ぼ
ん
そ
う

が
普
通
の
食
べ
方
で
、
こ
う
し
た
食
べ
方
を
、
『
本
草

昌
う
も
く

綱
目
』
で
は
「
含
食
」
と
形
容
し
て
い
る
。
私
の
育

っ
た
田
舎
で
は
、
皮
ご
と
飲
み
込
む
子
供
が
多
か
っ

た
が
、
グ
ミ
の
実
の
皮
は
独
特
の
星
状
毛
に
覆
わ

れ
、
ま
っ
た
く
消
化
さ
れ
な
い
の
で
、
胃
腸
障
害
を

起
こ
し
や
す
い
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
、
祖
母
が
、

私
た
ち
に
グ
ミ
の
実
を
口
に
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
も

の
だ
と
思
う
。

な
お
先
に
挙
げ
た
『
和
名
抄
』
に
胡
頽
子
と
あ
る

の
は
、
ナ
ワ
シ
ロ
グ
ミ
の
漢
名
、
ナ
ッ
グ
ミ
の
そ
れ

も
く
ば
ん
げ
ざ
ゆ
う
だ
だ
し

は
木
半
夏
、
ア
キ
グ
ミ
は
牛
妨
子
、
ツ
ル
グ
ミ
は
蔓

胡
頽
子
で
あ
る
。
眠

し
ゆ

グ
ミ
に
は
、
昔
か
ら
茱
萸
の
漢
名
を
当
て
る
場
合

が
多
い
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
北
村
四
郎
博
士
に
よ

れ
ば
、
『
斉
民
要
術
』
に
食
茱
萸
と
あ
る
の
が
本
来
の

茱
萸
で
、
中
国
北
部
に
産
す
る
ミ
カ
ン
科
の
画
く
８
冨

口
昌
蔚
三
（
イ
ヌ
ゴ
シ
ュ
）
が
こ
れ
に
当
た
る
と
い

う
。
華
北
で
は
、
今
で
も
古
俗
に
従
い
、
九
月
九
日

に
は
そ
の
房
を
折
り
、
頭
に
つ
け
、
悪
気
を
避
け
る

ま
じ
な
い
に
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

ま
た
グ
ミ
の
古
名
「
モ
ロ
ナ
リ
」
は
、
右
に
引
用

し
た
『
和
名
抄
』
に
「
本
朝
式
用
二
諸
生
子
三
字
一
」
と

も
ろ
な

あ
る
よ
う
に
、
「
諸
生
り
」
の
意
味
で
、
「
も
ろ
も
ろ

（
群
々
ご
、
つ
ま
り
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
実
が
成
る
の

で
、
こ
う
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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。52年7月学習指導要領の改訂。

「林業」に関する記述の削除

。55年4月改正された学習指導要

領に基づく教科書の使用。林業

に関する記述の大幅縮小

。57年3月小学校学習指導書・社

会編に森林の国土保全，水資源

かん養等の役割を記述，これに

よって61年以降の教科書の内

容が充実

。63年7月「学習指導要領の改善

の要点について」で，「環境保

全のため森林資源が大切であ

る」旨の記述

･元年2月学習指導要領の改正を

公表

以上の経過で今回の改正となった

が，新しい要領に基づく教科書は，

平成4年度から使用される見込みで

ある。

また，今回の学習指導要領の改正

に伴って，日本林業協会をはじめ，

林業・木材産業関係4団体(金木連，

全森連，林経協，日本林業同友会）

農材鵜

小学校社会科教科書に
“森林・林業'，が復活

昭和52年に小学校学習指導要領

が改訂されて「林業」に関する記述

が全面的に削除されたことにより，

小学校の社会科教科蓄から森林．林

業が消えることになった。

これは，わが国の経済・産業活動

が一次産業から二次産業に重心が移

行したことに起因しているが，林

業・木材産業界は人間形成のいちば

ん大切な小学校教育の場で森林．林

業が空白となることに危機感を強

め，文部省をはじめ教育関係者に森

林・林業教育の復活運動を行ってき

た。この結果，文部省は平成元年2

月10日，学習指導要領の改正を公

表，この中で森林に関する記述を小

学校5年の社会科で復活することと

した。

＜内容＞

わが国の国土のようすについて，

土地利用，人口分布，資源の分布，

交通網，自然災害などを地図や資料

などを調べて，これが国内各地の人

人の生活や産業と密接な関連を持っ

ていることを理解できるようにする

とともに，国土の保全や水資源のか

ん難などのために森林盗源が大切で

あることに気づくようにする。

内容については，森林資源の育成

や保識に従事している人々の工夫や

努力および環境保全のための国民一

人一人の協力の必要性に気づかせる

よう配慮する必要がある。

＜経過＞

’

|読議繼蕩間謬織…’ 長期にわたる林業

所得の低迷

林家数は253万戸であり，私有林

面積の約7割を保有している。この

うちの89％に当たる224万戸は保

有山林規模が5ha未満の零細な林家

であり,5ha以上の山林を保有する

林家は29万戸と少ないが，面積割

合では67％を占めている。

保有山林面積が5～500haの林家

について，最近15年間の経営動向

を見ると，林業粗収益はわずかなが

ら増加傾向を示している。これは，

主としてきのこの粗収益の増加によ

るものであり，立木および素材の販

売による粗収益は，木材価格の高騰

から高い値を示した54,55年度を

除けば，大きな変動は見られない。
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林家の林業粗収益，林業所得の推移

農林水産省『林家経済調査報告』

保有山林面薮5～500haの林家についての数値であり,1戸当た

り平均保有山林面職は15.6ha,うち人工林面談は9.0ha(61年
度）となっている

資料

注
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は，文部省に対し，教職員の免許

単位に「木材加工実習」の履修を

義務づけることを文部省に対し陳

幡を行った。

これは今回の学習指導要領改正

によって中学校の技術豪庭科につ

いても「木材加工」領域が必修に

なり，第1学年で履修することに

なるほか，男女全生徒が履修する

ことになることを受けてのもので

ある。そのため責任を持って木材

加工の指導ができる教員を養成す

ることが急務であるとの認識か

ら，木材加工について大学教育内

容の充実が必要であり，そのため

大学教育の免許単位に「木材加工

実習」の履修を義務づけ，木材加

工の免許単位を，4単位以上とす

る必要があるとし，その実現を強

く求めたもので，いま国民から急

速に失われつつある木材に対する

知識や加工技術についての回復が

期待される。
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宗 祇水言菖林政拾遺抄
三
＝

三
＝

冒過日，岐阜県郡上郡八幡町の宗祇
言水を見に行った。昭和60年に全国

三名水百選の1つに選ばれたこともあ
二

三り，ウィークデーの昼ごろにもかか
三わらず，数人の観光客が訪れてい
三

三た。古く文明3年(1471)から同5年
三

三の3年間，この泉のほとりに草庵を
＝

三結んで燕らした連歌師飯尾宗祇が愛
＝

三用したところから名併けられたとい
＝

三う。宗祇は，郡上城主東常縁から古
三

三今集の秘事を伝授され，京に帰ると
:＝

三き，「三年ごし心をつくす思ひ
:＝

三1川春たつさわにわきいづるか
＝’

三な」と詠んだ。これは常縁が彼に贈
＝

言った「もみじ葉のながるる竜田
＝

三白雲の花のみよし野おもひわす
＝

言るな」の賎別の歌への返歌としてで
三

三あった。この常縁の歌にちなんで，
＝

三「白雲水」とも呼ばれた。寛文年間
＝

言のことというから，何しろ古くから

冒有名な名泉だったのである。
三宗祇水に限らず,郡上八幡は美
目＝

三しい水が豊かな所である。長良川が
＝

冒町の西側を流れ,吉田川が町を南と
＝

言北とに分けて貫流する。乙姫川，小
＝

言駄木川の小流も流れている。「藍染
＝

三の寒ざらし」は，大正期まで吉田川

冒
皀

の清流で行われていたし，現在では三
三

毎年2月1日のアマゴ〉イワナ釣り三
＝

の解禁，6月中旬のアユ釣りの解禁言
＝

以後，多くの釣り客でにぎわいを見冒
三

せ ている。冒
三

この郡上八幡の水は,北部に連ら冒
なる白山連峰から発する。しかも岐冒

＝

単県西部のこの地域一帯は，スギの言
＝

人工林の多い所でもある。吉田川の冒
上流,明方村もこのとき訪れたが，三

＝

かつては炭焼きの村であったとの村三
＝

も明治の終わりから大正の初めにか三
けて,大規模な造林が行われた。そ三

＝

のころ1,200haの人工スギ林を造成三
＝

した会社有林もあった｡年間250ha=
の造林を行ったこともあるという。冒

三

このとき植えたスギ林は戦後伐採し言
＝

たが'その跡地に植林した木を対象三
に分収育林事業が行われている。言

＝

「きずなの森」と名づけられてい言
＝

るが，かつては郡上八幡の人たちだ言
＝

けの水であったここの水も，現在で三
＝

は下流の岐阜'愛知県民の生活を支冒
える水となっている。都市と山村を冒

‘三

結ぶ「きずな」が郡上八幡の名水をE
‘g＝

守ることによって強まることを期待薑
：＝

したい。（筒井辿夫）菫

。’

一方，林業経営費は，粗収益の増

加分をわずかに上回る増加を示して

いる。経営費の内訳を見ると，雇用

労賃の割合が大きく低下しているの

に対し，請負わせ料金の割合が高く

なっているなどの変化が見られる。

48年度から62年度にかけての粗

収益から経営費を差し引いた林業所

得を見ると，その間に変動はあるも

のの，長期にわたって低迷してい

る。す噸わち，54，55年度の高い

値を除けば，48年度から61年度ま

でわずかずつ低下しており，62年

度には増加したものの，48年度と

ほぼ同じ値となっている。

このような林家の林業所得の長期

にわたる低迷は，山村地域における

人口の減少，高齢化の進行と相まっ

て，林業生産活動の停滞の主な原因

となっているものと考えられる。
三一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＝
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わが国の林業の今後を展望すると

き，最も重い現実は，全森林面讃の

約40影に当たる1,000万haという

針葉樹人工林の存在である。主とし

て第二次大戦後の拡大造林によって

営々と築いてきたこの人工林の大部

分は，すでに間伐期に達し平均蓄職

もヘクタール当たり1001n3を超え，

なお日々成長を続けている。この貴

重な森林をどのように育て経営して

いくかは，これからの|ﾖ本の林業に

とって最大の課題であり，林業技術

にとっても最大の目標である。

拡大造林は資源確保という戦後の

強い社会的要請をバネとしてまつし

ぐらに突き進み，今や所期の目的を

ほぼ達成したといってよい。拡大造

林のための技術が長い経験や技術の

蓄積に基づいて作られた比較的完成

度の高いものであったのに対し，拡

大造林のあとを受けて現在求められ

ている技術は，複臓林誘導，天然林

日本人とキリとの関係は長くかつ

深い。林産物としても山奥の山村だ

けのものではなく，平場の腿村で複

合作物の役割を果たす一方，公園の

春秋を彩り都市民からも親しまれて

きた。そのキリと日本人の暮らし，

正確にいえば，日本のキリと日本人

との関係は急速に崩壊しつつある。

本書の著者八重樫良輝氏は数少な

いキリ研究者として知られ,30年以

上も一途に栽培技術の研究に打ち込

んできた。その著者が，『桐と人生』

という形でキリをいま問う想いのほ

どは，痛いほどわかるような気がす

る。日本林業の展開とその到達点の

縮図を，このキリに見いだしたから

にほかならない。経済合理主義の波

に洗い流されようとしている大切な

もの，失ってはならないものを問い

求めている。『桐と人生』という瞥

名がふさわしい文化論でもある。

本書は全9章から織成されてい

る。桐の木の存在，桐のある風景，

施業，広葉樹林育成，自然保護や森

林の総合的利用と林業生産との調和

など，いずれもほとんど未経験の分

野である。

本書はこのような新しい技術の要

請にこたえるべく取りまとめられた

ものであり，時宜を得た企画とし

て，広く林業関係者に一読を勧めた

い。月刊誌『現代林業』の連載解説

記事を，普及双書として1本にまと

めたという性質上，わかりやすさを

旨としているが，その内容は最新の

研究成果に基づく高度のものであ

る。

本書は，1.よい造林種苗をつか

う，2.森林土壌をよく知る，3.人工

林をよくする，4.広葉樹を活用す

る，5.森林被害を防ぐ，の5章から

成っている。このうち1，2章は森

林造成のためのいわば基礎技術であ

るが，その内容は拡大造林時代の技

術とはひと味ちがうものとなってい

外国の桐，桐の栽培，桐の病害虫な

どの障害，桐と生活，先人と桐樹

観，桐と古今の文学，桐譜，という

概成である。

前半の第6章までは植物学上のキ

リの分類，特性を整理し，中国，ヨ

ーロッパ，ブラジル，アメリカのキ

リを日本のキリとの比較で険討す

る｡また苗木づくりから植栽方法,手

入れなどの栽培方法から病害虫の種

類，防除方法などが体系的に整理さ

れる。さらに，第6章で生活と結び

ついたキリの利用についてダンス，

下駄,琴,罰穆桐の面,桐紙,桐
の手すり，階段から香水に至るま

で，考察の対象を広げる。話には聞

いていた寝板や香水など，氏の該博
0’

なキリ学には30年の研究史の重み

が感じられる。

第7章以下は，いわばキリと人間

をめぐる文化論的領域である。「先

人と桐樹観」で，キリの重要性を説

いた中国および日本の徳川期の農書



る。3，4，5章が本書の中核であ

り，林業関係者の多くが直面してい

る切実な問題に，技術上の解答を与

える示唆を数多く含んでいる。もち

ろんこのような小冊子の性質上，森

林育成技術のすべてが網羅されてい

るわけではないが，小粒ながらピリ

リとしているのが本書の特徴であ

る。

分担執筆者は林業試験場の第一線

の研究者で，編者も元林業試験場の

老練な研究管理者である。林業試験

場が森林総合研究所となった現在

も，本番に盛られた研究は重点的に

進められているので，育林技術の研

究の現状と今後の方向を知る意味で

も，本書は参考となろう。

（森林総合研究所所長・小林富士雄）

が取り上げられ，「桐と古今の文学」

ではキリに思いを吐露した詩歌が収

められている。生産と消費の関係が

市場原理のもとで分断されようとし

ている現在，著者は，物を使う文化

はその物をつくり育てる文化との一

体関係のもとで成り立ち得る，とい

うことをいいたかったのだろう。

最後に，キリの文献として大変貴

重な11世紀後半の『桐譜』(宋陳富）

の訳文が掲載されている。

（岩手大学農学部教授・船越昭治）

唾里
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IWr三だき〃

木材代替品の開発も林業技術？

森林の有する公益的機能の発揮に

対する国民の要請は，以前にも増し

て強いものとなっている。林業関係

者は森林がその公益的な機能を十分

に発揮するためには，森林施業を行

うことが必要であり，それには林業

が健全な発展をしなければならない

という論理を常に述べてきた。

確かに，間伐時までの人工林と若

齢の天然林には施業が必要である

が，育成段階を脱した森林に手を加

えないために問題が生じることなど

あるのであろうか。放置しておいて

も常に炭酸同化作用を行いながら毎

年1つずつ林齢を加えていく森林

は，その分だけ発揮する公益的機能

も増していく気さえする。

一部には天然林を活力ある森林に

若返らせるために適度な伐採をして

いくことが必要であるという意見も

あるが，天然林に入ってみれば枯損

木や風倒木などで穴のあいた所には

後継の若木が育っていて，人間が手

を加えなくても徐々にそして確実に

次代の林木が育っていることがわか

る。このような大自然の営みがあれ

ばこそ現在まで壮大な天然林が続い

てきたのであろう。

また，名勝地の中には美観を保つ

ため森林を自然のまま放置せず，伐

採等の手を加えている所もある。し

かし,このような特殊な例をもって，

伐採によって森林の公益的機能が高

まるということを一般的にいうこと

はできない。保育的要素の強い間伐

を除けば，一般には伐採によってそ

の森林の公益的機能は低下するとい

ってよいであろう。

にもかかわらず，伐採が必要とさ

れるのは，国民生活にとって必需品

であ為氷材その他の林産物が伐採に

よってのみ生産されるからである。

林業は長期にわたる不振の中にあ

る。その原因の1つに木材代替品の

進出が挙げられている。木材需要の

停滞とそれに伴う木材価格の低迷は

林業関係者にとってはゆゆしき問題

であり，その対応策も数々試みられ

ているが，国民が必要とする林産物

が減少するということは，伐採され

る森林がその分少なくてよいという

ことである。それだけ公益的機能の

発揮に貢献できるといえよう。

林野行政の目的は，国民が必要と

する木材その他の林産物を将来にわ

たって持続的に供給することと，森

林の公益的機能を高度に発揮させる

ことの2つである。後者に対する国

民の要請が強まっている今日，必要

とする林産物の量を減少させ，結果

として森林そのものを存続させるこ

とで公益的機能の増進に資する木材

代替品の開発は，狭い意味での林業

技術には入らないものの，広い意味

での林業技術ではあるという考えは

どうであろうか。

(H.T)

(この柵は編集委員が担当しています）

林業技術No.5641989．3
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林 業関係行事一覧

3月

区分 行事名

第13回全国児童・生徒木

エエ作コンクール

第10回製材品品評会

鰯22回林業技術シンポジ

ウム

'89日水DIYショウin
OSAKA

鋪11回全国ツキ板･銘木展

示大会

営林（支）局監査課長会議

第7回銘青連全国優良銘木

展示大会

第38回滋賀県竹材展示会

く国土緑化関係＞

苗木配布会

植木展示即売会

苗木配布会

記念植樹

春の植木まつり

苗木配布会

緑化推進県民大会

苗木配布会

植木展示・即売会

植樹祭

苗木配布会

植樹行事

植樹祭

花と緑の市

植樹祭

苗木配布会

緑化キャンペーン

みどりの教室

苗木配布会

植木市

植樹祭

緑化推進大会

期間’主催団体･会場･行事内容等
｜日本木材宵壮年団体連合会｡ﾎﾃﾙｵー ｸﾗ3.1央中

山

央

間
中

岡山県木材組合迎合会。勝山木材市場（岡山市真庭郡）

全国林業試験研究磯関脇雛会。林野庁総堂。テーマ「複層林施薬技術

の現状と問題点」

日本ドウ・イット・ユアセルフ協会。大防府（インテックス大阪4．

5号館)。花と緑の一大イベント,DIY新製品コンクール等

全国天然木化粧合単板工業協同組合連合会。伊藤商事大阪南港流通セ

ンター。世界各国の銘木から生産した優良ツキ板を展示

林野庁。林野庁会醗室

全国銘木青年述合会。東京銘木市場

3.1

3.9

２
４
１
１
－
－
０
１
１
１
３
３

〃

〃

４
９
１
１
『
世
３
６
１
１
Ｇ
今

３
３

″
″

滋 賀 滋賀県竹材協会。滋賀県婦人会館

(灘::鼎癖化繼進機柵･都道府県緑化推進雲員会(都道府県）
盛岡市ほか

静岡市

伏見桃山城杜

県下一円

岡山市

県内9カ所

徳島市

徳島市ほか

商松市

瀬戸大橋記念公、

須崎市ほか

高知市内

城島町

県森林公園

千々石町橘公邸

熊本市

大分市

県緑化センター

宮崎市
〃

県下11カ所

県民の森

3．21

）
岩
静
京
鳥
岡

手
岡
都
取
山 り

》

《
ろ

《
０
。

頭
弱
雨
却
乱
姻
７
３
１
３

１
３
２
－
４
》

－
－
８
》
９
１
１
６
８
８

－
４
月
超
”
－
１
１
１
２
３
１
１
１
２
１
３
１
１
罪
躯
錘

３
ａ
３
ａ
ａ
３
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
３
２
ａ

徳
香
高

島
川
知

福
佐
長
熊
大

岡
賀
崎
本
分

宮崎

鹿児島

4月

区分｜行事名｜期間期間

4.2

主催団体・会場・行事内容等

日本林学会。東京営林局休のアトリウム｣。学識経験者による「都

市と森林」についての肥念荊演とパネルディスカッション

(財)森林文化協会。I昭和肥念公園（立川市)。テーマ「都市と広場」

森林総合､院所多朧森林科学剛（胴･浅川実験林）

(社)東京国際見本市協会。東京国際見本市会場。住宅および住宅関連
製品を一堂に展示

石川県総合住宅展実施委員会。石川県松任市千代野ニュータウン

国土緑化推進機織。日比谷公園

学

巾

会日本林学会第100回大会記

念行蕊

央朝日グリーンセミナー

桜と緑と灘林浴の集い

第13回東京国際グッドリ

ピングショー

川第11回石川県総合住宅展

央みどりと花のフェスティバ

4.15

4.22～23

4.27～5.2

″
〃

石
中

4.28～5.5

4.29～30

林鑛技術No.5"1989.3
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期間’区分 行事名

ノレ

＜国土緑化関係＞

苗木配布会

緑と水のフェスティバル

山火事防止パレード

緑化講演会・座談会

苗木配布会・植樹祭

植嵩祭

苗木配布会

苗木配布会

苗木配布会

記念植樹

苗木配布会

植物園春まつりおよび森の

コンサート

みどりの音楽会

第3回グンマフラワーフェ

スティバル'89

植樹祭

苗木記布会

緑化県民大会

植樹祭

苗木配布会

苗木配布会

緑と桜に親しむ会

みどりの少年団県災会

県民の森開園

苗木配布会

記念植樹の配布

植樹祭

花と緑の植木まつり

植木まつり

苗木配布会

みどりの少年団交流大会

山と街の緑の推進

苗木配布会

緑化樹展示即売会

湖国みどりづくり

植樹祭

大阪花まつり

ダツハらんど'89グリーン

コンサート

緑の羽根街頭募金

緑と水の祭典

植樹祭

40周年記念植樹

苗木配布会

種まき式

植樹祭・造林推進大会

苗木配布会

植樹祭

植樹祭

グリーンコンサート

緑の県民まつり

主催団体・会場・行事内容等

(離職際化推進職柵･都道府県緑化推巡委員会(都道府県）
札幌市
〃

青森市

盛岡市

県内6カ所

県立中央公園

秋田市ほか

山形市

福島市ほか

梁川町

水戸駅前ほか

那珂町

）
北海道 4月

4．29

4．29

4月

4月

4．29

4月中・下旬

4．21

4．22

4．29

4月

4．29

青
岩
宮
秋

森
手
城
田

山
福

形
島

茨 城

県立中央公園

前橋市県総合体育センター

栃

群

木
馬

4.29

4.20～24

埼
千

小鹿野町

千葉駅前

県民の森

東大和市

新潟市

富山市

県林試

森林公園

山中町

福井市ほか

各小学校ほか

白根町ほか

緑化センター

岐阜市(4日)，美淡加茂市(22日）

県内

緑化センター

県下

大津駅ほか

滋賀

野洲町

福知山市

御堂筋

堺市大仙公園

玉
葉

4.28

4.15

4.29

4.26

4.1

4.29

4.29

4.29

4．29

4．21～29

4月

4月

4.28～30

4．4，22

4月

4.29

4.].～30

4.1

4.3～4

4．29

4月

4.3～12

4．29

東
新
寓
石

京
潟
山
川

福
山

井
梨

岐
愛

阜
知

重
賀

三

滋

京
大

都
阪

JR奈良駅

岩出町植物公園

岸本町

鳥取市

松江市ほか

緑化センター

川本町

広島市

庄原市

下関市

〃

満濃池公園

奈
和
鳥

良
山
取

4.1～5

4．29

4．29

4月

4‘1

4月

4.13

4.4

4.29

4.22

4.22～23

4．29

歌

根届

広

山

島
ロ
川香
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＜締切り迫る＞

第36回森林･林業写真コンクール

作品募集要領
題材：森林の生態（森林の景観・環境保全・森

林動植物の生態・森林被害など)，林業
の技術（育苗･植栽･保育等'木材生産・
木材利用など)，農山村の実態（生活・
風景など)，都市の緑化，森林レクリエ
ーション

作品：1枚写真（四ツ切りとし，組写真は含ま
ない)。白黒の部。カラーの部に分ける。

応募資格：応募者は職業写真家でないこと。なお作
品は自作に限る。

応募点数：制限しない。

記載事項：①題名，②撮影者名（郵便番号.住所･氏

名.年齢.職業･電話番号),③内容説明,
④撤影場所，⑤撮影年月日,⑥撮影デー
タ等を記入すること。

注意事項：労働安全衛生規則に定める安全基準に適
合するものであること。例えば，伐木作

業等に保護帽を着用していない作品は，
入選できないのでご注意ください。

締切：平成元年3月31日（当日消印有効)。
送り先：東京都千代田区六番町7〔〒102〕

日本林業技術協会「第36回森林･林業写
真コンクール」係

作品の帰：入賞作品の版権は主催者に属し，応募作
属及びネ品は返却しない。作品のネガは入賞発表
ガの提出と同時に提出のこと。

審査と：審査は平成元年4月上旬に行い，入選者
発表は会誌「林業技術」5月号に発表。作品

の公開は随時，同誌上で行う。

審査員：島田謹介(写真家),八木下弘(写真家),今
藤洋海(林野庁林政課長)，興柴孝司(林
野庁研究普及課長)，若狭久男(全国林業
改良普及協会事業部長)，長谷川尭(日本
林業技術協会専務理事）（敬称略･順不同）

主催〈社)日本林業技術協会後援林野庁

協会'のうごき ’
◎海外派遣

1．チュニジア国メジュルダ川流域
森林管理計画現地調査のたぬ，松
井顧問（2/14～2/28)，大崎部長
（2/14～3/15)，小原次長(2/14～
3/30)，築地主任研究員（2/14～
3/15）を派遣した。
2．コロンビア共和国林業資源調査
にかかわる現地予備調査のため，

渡辺宏部長ほか7名（2/14～3/5）
を派過した。

＠番町クラブ2月例会
2月10日本会会議室において，

林野庁指導部長古宮英明氏を講師と
して「平成元年度林野予算と重点事
項について」識演。

長野営林局（2/14～15）
鈴木理事長

高知営林局（2/14～15）

宮下総務部長
青森営林局（2/16～17）

長谷川専務理事
秋田営林局（2/16～17）

本田経理部長
前橋営林局（2/20～21）

鈴木理事長

◎岩手県林業改良指導員実績発表会
2月2～3日盛岡市において開催
され，本会角山東北事務所長が出席
し，記念品を贈呈した。

。『大喪の礼』に鈴木理事長が参列
2月24日昭和天皇の「大喪の礼」
御式に鈴木理事長がご案内により，
参列し，御葬送申し上げた。

◎営林局の業務研究発表会◎調査部，技術開発部関係業務
昭和63年度業務研究発表会に次1．2月1日，木材需給構造分析調
のとおり役職員を派遣し，入賞者に査委員会を本会会議室において開
対して賞状，賞品を贈呈した。催した。
東京営林局（2/8～9）2．2月8日，森林資源予測基礎調
鈴木理事長(9日)，長谷川専務査委員会を本会会議室において開
理事（8日）催した。
大阪営林局（2/8～10）3．2月10日，松くい虫特別防除の

井上調査企画部長薬剤の飛散・影響澗査委員会を本

盾滿難請膿羅議赫詞前緬帝雨薙掘案茜扉r詑瀧職蕊識
I階母011(231)5943(直),011(251)4151(代)内線20.37FAXO11(231)41921
1東北寧務所〒020艤岡市菜園1-3-6鯉林会鮪9階⑥0196(23)8161(代)内線2631
1宮城事務所〒983仙台市上杉2-4-46宮城県森林組合会館(社)宮城県民の山造成会内｜
|念022(223)9263(直）群馬事務所〒378沼田市井土上町462-1蓉0278(23)43781
,..........--,.....－-.-..,.-..........-..--._－．－－－．.迫一...､ヨーニー.__-----..-..==‘...--.....,陣...,ﾛ..…..._や.…-.句.....､-...-.....…-..----‐_‐‐‐』

会会議室において開催した。
4．2月13日，森林レクリエーショ

ン利用の増大に対応する林野火災

対策に関する調査委員会を本会会
議室において開催した。

＜個人終身会員のおすすめ〃＞
個人終身会員に加入できる方
1．年齢50歳以上の方

2．終身会費3万円を一時払いして
いただきますと，生涯会費は不要
で，会員としての特典を受けられ
ます。

平成元年3月10日発行
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林野庁監修
A5判/380頁/定価3,300円/〒300

*鰯ｿﾃが実施している職用斜罐むらづくり」訓轆は,lll村におい
て規摸の小さい1IW業体でも乎経に取り組めること聯から･4瀞を得て
いる。本書は，このような糊W林産むらづくりの実務に役立つばか
りて睡〈，特川林雌物の生産振興にも費するものと思われる。

A4判/216頁/定価4,500円/〒350

,’本害は…
|，木造住宅から木材の成分利用まて；●

÷＋阻互一店←“〆
JIvl注JJ』＝I厚

B6判/1418頁/定価4,800円/〒300
この法令要随は,"108EI国会及び第1091回国会でWIillfE･改正された
法律並びにその側卿鵡f令等を含め,ガ識の法令･鋤鐵(を採録す
るばかりでなく，ズ概燃織会の淵浩i淵”ﾖ勲功向」をはじめと
した重要浅科をjlX録している。関係者にとって必緬のもの働

10ジャンルに及ぶ百の木材利用事例

をオールカラーでダイナミックに紹

介｡

●全都道府県全営林(支)局の木材需要拡大への取組みも一挙

’ ’にｷ識

･各界著名人の木にまつわるコラムを5本収録･
コラム執兼者“I|側順･敬釉制約：北島三郎鰍手)，佐藤愛
子(作家)，三遊亭円楽(燃濡家)，宮崎緑(ニュースキャスタ
ー)，椎名武雄(日本アイ・ビー・エム株式会社代調Ⅸ締i蛾&
長）

農林水産省大臣官房企画室監修
A5判/236頁/定価3,300!円/〒300

我力掴にｵ端的職リソ廷I､を整備することを目的とする『総合|雑
地域終jI腿薊力城立し，この群lkの廻11t通じて股山鯏:;|の発展を
図っていくこと力欝織れている。本諜は,本法の立娠作業に桃わっ
た術瑚1当蒋力蝋縦し，とりまとめた解説緋である。

■
■
■
日
日
で
■
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０
１
ｋ
川
－
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Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１

●木材利用の有識者による木の話も併せて掲載b
’ ｜l↑木の話執筆者鯛細順･敬称釘：大熊幹章(東京大学腱学

部溌凱渡辺豊和値鍵家),西岡常一(観隆寺掛鯛,秦邦
男fI一條製紙朧式会社中央研術ﾘi所長)，荻野富雄(建築評論
家）

林野庁森林組合課監修/全国森林組合連合会編
A5判/270頁/定価3,500円/〒300

森鵬Ⅱ合法は,IIIWI153年の単独立法｛幽来うぼI誠0年ぶりに事業の
l"q"*の遮刷ﾐかつ効率的な整備の惟進穰理迩営の円洲I鍔を
内容とする政IE力端われ,公布･緬ﾃされた。本響は，今回の改正
の趣旨をわ力‘りやすく脱きIﾘIかして改訂を加えたものである。

『

●見やすいレイアウト，最上の印刷用抵鮮明なカラー印刷，
そして豪華な上製狽

－■－

好 評発売中 リ I

<改訂版〉新｡森林航測テキストブック

息総蕊聯室渡辺宏著A5判264頁定価3,000円(〒共）
空中写真は，森林資源調査や森林計画樹立のためだけでなく，今では林業のあらゆる分野で
利用されています。林業技術者はだれでも空中写真測量技術を修得しておく必要があるといえ
ましょう。

本書は，空中写真測量の基礎から実務までをわかりやすく解説し好評であった旧著を，技
術。機器の進歩・改良に対応して大幅に改訂しましたb<演習＞の項には本書の1/4のスペー
スを割いて編集されており，研修用にも最適の教材であります。

間伐の手引<図解編＞
一選木から伐採・搬出・利用まで一

林野庁監修B5．20頁・カラー・600円（〒共）

空勝る"緑"の技術
日林協編B5．52頁・カラー･900円（〒共）

枝打ちの手引き
林野庁監修B5．24頁・カラー・450円(〒17の

森と木の質問箱
林野庁監修・日林協編

B5．64頁・カラー・500円（〒250)

',発行日本林業技術協会

;瑚調林産篭蓉毒登りの実務;､：
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繍識熱,民有林法完要篇』¥:＃欝鍍
z睡癖ﾛ

ﾘ：農山瀞1とﾘソ妾卜地域整備＃’

識改訂森林組合法の解説‘繕灘
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<KADEC-Uシリーズの構成＞<KADEC=Uシリーズの特長＞

ロ低温から高温(-25℃～＋80℃全域の精度保証)､雨、

雪や結露にビクともしない全天候型のコンパクト設計

■30.720データの大記憶容重とバックアップ電源によ

り、長期無人観測が可能

璽各種のセンサと接続できる入力が用意されているの

で、既にあるセンサを無駄にすることがない

mAC電源が不要、記録紙不要、保管庫不要等、設置

条件を選ばない、､手間いらず〃設計
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軽量なうえ携帯にも便利，だから現場作業

に適しています。

~パソコン，マイコンに比べると，はるか

に安価ですb

ニカナ文字採用ですので,見やすく,親し

みやすく,また,一般事務，計算業務な
ど活用できます。

日林協の織怡B役？
‐セット価格¥Se,ロロロ

垂ソフト価格¥1S9ロロロ

※八一ドのみの販売はいたしません。

SIZE:タテ145%/横202%/厚さ24りh/重量7009

実 届
いてIHi械計算，図化l:に必要なi牒為淵盤したX･Y座棟

値と面積が求められます。
すばる

戸

林道基本設計計算機卯

架線設計計算機

《特徴》

8蓮架空索による集材架線力'ら簡易索張りに至るまて：国
内で使附されているほとんどの索張り方式の設計計算が

可能です。

淫ら架線の設計データを入力するだけで，糖度の高い設計

計算書が作成されます。

:雀今まて計算が困雌だった安全率に応じた鹸大使用荷軍

を求める計算式がプロク翁ラムきれてし､まず。

林
業
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術

《特徴》

1．櫛鍾の中心線測披におけるIII1線設定に当たって，従米

の曲線表をjl}いると同じ感覚て：どの曲線脚下からでも

必要な数値を求めることが現地で容易。

－…交角法，偏掎角法，切線|避個法，四分の一法

ヘアピン曲線の‘没磁呼

宰林道の~I二事数競談算において．：'二繊汁算（両端断面械

平均法による)を,各測点における断面被データを入力す

るだけて：ば間毎の切取鍬,樵上肢の剣･算が容易である。ｺﾝﾉ咳鱸臓離北斗

鰈
§

浄
'rC

銘
〃

ky''-|,
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